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1.調査に至る経緯

松江市南東部の山代町、大草町を中心とした意宇川下流域には、意宇川の沖積によって形成された

意宇平野が広がっている。この平野一帯には古代からの条里制跡がよく残 り、南側の出雲国庁跡とあ

わせて国史跡として指定されている。また平野北側には国史跡出雲国分寺跡があるなど、奈良時代か

ら中世にかけて出雲の中心地であった地域である。

市道真名井神社線は、意宇平野を南北に縦断する市道であり、もとは真名井神社の参道にあたる。

この道路は古来より松並木の風光明媚さで有名であったが、近年の松喰い虫被害により現在は松並木

が失われている。

この松並木が枯損 したことには惜 しむ声が多 く、平成 9年度において地元自治会から、松並木の復

元を求める陳情書が提出された。これに対 して松江市は市道の拡幅を含めた松並木の整備計画したが、

文化庁および島根県教育委員会との協議の結果、当該地が国史跡出雲国府跡の指定地西端にあたるこ

とから、現道の東側は現状のままとして西側水田地を拡幅して整備することとなった。しかし当該地

には古代の山陰道 (正西道)ほか国府跡関連の遺構が存在する可能性が推定されたことから、事前に

発掘調査を実施することとなった。
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2.位 置 と 環 境

大坪遺跡は、松江市山代町 。大草町地内に所在する (第 2図 1)。

松江市南東部の意宇平野の西寄 りの場所で、現在は水田として利用されている。調査範囲は真名井

神社参道の西側で、参道に沿って東西幅約12m、 南北長約337mと 南北に細長 く、意宇平野西部をほ

ぼ南北に断つ位置にある。

意宇平野は、南方の人束郡人雲村方面から北流 してくる 1級河川、意宇川の沖積作用による小規模

の扇状地と下流の三角州から形成された小平野である。標高は扇央にあたる坪ノ内付近がやや高 く、

北～北東の周縁部にいくほど低 くなっている。ただし、高低差は非常に緩やかなものである。地下に

は豊富な伏流水が流れる砂 (礫 )層が存在 している。

意宇平野を形成 した意宇川は、人東郡八雲村から北流 して意宇平野に入るとほぼ直角の東方へ と流

路を変えて出雲国国庁跡に南接 し、さらに東へい くと北東方向に流れを変えて中海にそそいでいる。

この流路は自然河道としては非常に不自然であることから、国庁が設置される時点で人工的な流路変

更がおこなわれたのではないかという説もある。このような流路をとる意宇川がたびたび氾濫を起こ

したであろうことは想像に難くない。耕地整理以前に残っていた平野中央部の条里は乱れており、

「大川田」、「船底」といった字名にも氾濫の痕跡を見いだすことができる。出雲国国庁は意宇平野の

中では扇央に近い微高地に設置されていて好立地といえるが、周辺官有の存在を考慮すると、意宇平

野に国庁の関連施設を設置することは一見非常に危険なことのように思われる。ところが、かつての

意宇川は上流の人雲村日吉地内で耕作地を囲むように山際に沿って大きく蛇行して流れていた時期が

あり、当時はそこで流速が急に低下して、大量の降雨があった際には日吉地内で流水が停滞して氾濫

をおこして自然ダムの役害」をはたし、意宇平野は比較的水害を受けにくい状況にあったのではないか

と考えられている。

廷享四年 (1747年 )、 人雲村日吉地内で耕作をおこなっていた住民は、意宇川の氾濫で甚大な被害

を被っていたため、日吉地内での氾濫を鎮めるために蛇行する川にバイパスを通して堤防を築く土木

工事「日吉切通し」(2)を 完成させ、旧河道地を新田として開拓している。このことにより、それ

までは人雲村内で氾濫をおこしていた意宇川が意宇平野に流れ込んだ時点で氾濫をおこす結果を生み

出したようである。「日吉切通し」が完成して17年後の明和元年 (1764年 )、 山代村庄屋の長沢伊助が

真名井神社前の作道の両端を広めて松を植樹し、現在に見られる真名井神社参道を完成させている。

耕作地を削 り、さらに田国に影を作る植樹までおこなって強固化をはかったと思える参道工事は、単

なる参道づ くりだけではなく、洪水時における激流による耕土流出を防ぐ堤防の役割をはたすもので

あったと考えられている。これらの一連とも思える土木工事を逆に解釈すると、「日吉切通し」が完

成するまでは、意宇平野は多量の降水があったとしても比較的安定した場所ではなかったかと思える

のである。

次に意宇平野周辺の主な遺跡について記す。
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縄文時代の遺跡は北側丘陵縁辺に多く、竹矢小学校校庭遺跡 (3)、 法華寺前遺跡 (4)、 間内遺跡

(5)、 上小紋遺跡 (6)、 向小紋遺跡 (7)、 国分寺周辺遺跡 (8)力軟日られている。いずれも遺物散

布地で、遺構は検出されていない。

弥生時代では、意宇平野は稲作に適した場所であることから遺跡数は増加している。遺物としては、

意宇平野から採集されたと伝わる細形銅剣が著名である。遺跡ごとに見てみると、夫敷遺跡 (9)や

上小紋遺跡 (6)か ら水田遺構、間内遺跡 (5)では粘土採掘坑が検出されているほか、平浜八幡宮

前遺跡 (10)、 国分寺跡付近遺跡 (8)、 布田遣跡 (11)で土器の散布が知られている。また、今回発

掘調査を実施した大坪遺跡でも広 く遺構、遺物が出土しており、平野内部における遺跡の面積は広が

っていたものと推察される。

古墳時代に入ると、四配田遺跡 (12)や神田遺跡 (13)か ら中期の遺構、遺物が出土している。ま

た、出雲国国庁所在地 (14)の 下層から遺構や遺物が多く出上しており、時期的には中期以降の数量

が飛躍的に増加している。この時期の意宇平野には、すでに後の出雲国国庁設置に至る素地ができあ

がっていたと考えてよいであろう。意宇平野周縁の丘陵上には古墳の数も多く、平野の西側微高地で

は大型古墳が多く分布し、一辺42mの方墳、大庭鶏塚古墳 (15)の ほか全長90mの前方後方墳、山代

二子塚 (16)、 一辺45mの方墳、山代方墳 (17)な どが知られているほか、数多 くの中、小規模古

墳が分布している。平野の南側丘陵上には群集墳、東百塚山古墳群 (18)、 西百塚山古墳群 (19)の

第2図 大坪遺跡周辺の遺跡分布図

Ｆ
説
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ほか、岩盤を端整にくりぬいて造られた安部谷横穴墓群 (20)が 目をひく存在である。

奈良時代の状況については、733年 に勘造された『出雲国風上記』に詳 しい記載があ り、文献 と遺

跡からのアプローチが可能である。『出雲国風土記』によれば、意宇郡の最後尾に「通道。………前

件一郡、入海之南。此則國庁也」とあ り、意宇郡に出雲国国庁が設置されていたことが記載されてい

る。出雲国国庁跡は大車町にあり、現在 も継続的に発掘調査がおこなわれ次々と新 しい遺構が発見さ

れている。また、「自囲東堺去西十里一百八十歩至野城橋。………又西十一里、至國庁意宇郡家北十

字街。即分二道。一正西道、一柾北道。」 とあり、意宇郡郡家は出雲国国庁とほぼ同 じ場所に位置 し

てお り、伯者園囲堺から続 く古代山陰道は国庁の北側で十字路 となってお り、意宇平野は交通の要衝

であったことがうかがえる。また、「黒田駅。郡家同処。」「意宇軍団。即属郡家。」との記載から、軍

団や駅も郡家と同じ場所に存在 していたようであるが、郡家に関連する遺構は現時点では明確にされ

ていない。意宇平野の周辺では、そのほか「山代郷。………即有正倉。」とあり、この正倉は発掘調

査によって大量の焼米を伴 う倉庫群の遺構、山代正倉跡 (21)と して確認されている。また、「新造

院一所。有山代郷中。郡家西北二里。建立教堂。住僧一躯。飯石郡少領出雲臣弟山之所造也。」、「新

造院一所。有山代郷中。郡家西北四里三百歩。建立厳堂也。無僧。日置君目烈之所造。・…・・」とあり、

前者は四王寺 (22)、 後者は来美廃寺 (23)と して発掘調査が実施されている。四王寺では物B藍跡が

明確にされていないが、小無田I遺跡 (24)か ら四王寺の瓦を焼いた登 り窯が検出され、来美廃寺で

は金堂跡から須弥壇が検出されている。

『出雲国風土記』に記載が無い奈良時代の遺跡としては、意宇平野ほぼ中央北の山際に出雲国国分

寺跡 (25)、 その約0.6キ ロ束の山際に出雲国国分尼寺跡 (26)、 両者のほぼ半ばに瓦窯跡 (27)があ

る。平野西側の微高地では下黒田遺跡 (28)、 出雲国造館跡 (29)力執日られている。

また、意宇平野そのものも大部分が耕地整理で失われてはいるが、条里制地割が残る遺跡である。

現在残っている条里地割がいつの時代に造 られたものかは不明であるが、樋の日遺跡 (30)ではほぼ

条里地割の方位に沿った奈良時代の庇付掘立柱建物跡が検出されている。

参考文献

松江市教育委員会『出雲国庁跡発掘調査概報』 1970年

中澤四郎「条里制遺跡」『島根県文化財調査報告書第五集』島根県教育委員会 昭和43年

おおばの歴史編集委員会『おおばの歴史』 平成十年

島根県教育委員会『北松江幹線新設工事・松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 昭和62年

島根県教育委員会『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ』 平成元年

島根県教育委員会『一般国道 9号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ』 1991年

加藤義成 F修訂出雲国風上記参究』 昭和32年

島根県教育委員会『史跡出雲国山代郷正倉跡』 昭和56年

島根県教育委員会『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告X』 平成 6年

松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化振興事業団『小無田X遺跡発掘調査概報』 1997年

松江市建設部建築課・松江市教育委員会『下黒田遺跡発掘調査報告書』 昭和63年

松江市教育委員会『出雲国造館跡発掘調査報告』 1980年
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3.調 査 の 概 要

大坪遺跡発掘調査は平成11年 ～13年度の 3年度にわたつて実施 した。

大坪遺跡の調査範囲は真名井神社参道の西側の最大幅12m、 南北約340mを 測 り、意宇平野の西寄

りの場所を南北に断つような位置にある。

当初は『出雲国風上記』に記載された「正西道」つまり古代山陰道が遺構 として検出できる可能性

が高いと期待されたほか、国庁周辺に広がる官有関連の遺跡が出土する可能性 も高いと考えられた。

したがって、今回の調査は古代山陰道の位置と遺構確認に主眼をおき、奈良時代における周辺の古環

境の復原に努めることとした。また、意宇平野は歴史的に非常に重要な場所でありながら『風土記』

以前の状況についてはほとんど解明されていないため、意宇平野にきざまれた『風土記』以前の歴史

を解明することにも留意 した。

そのほか、周辺に立地する遺跡を理解するためにも、現在の意宇平野が形成されるまでの自然地理

的な側面についても可能な限り観察をおこなうこととした。

調査区は、北から田回ごとに 1～ 15区 と設定 した (第 3図 )。

平成11年度は、最 も有力な古代山陰道推定地を中心とする、 4～ 9区について発掘調査を実施した。

4～ 8区は試掘 トレンチの結果、遺構が存在する可能性は非常に低いと考えられたため、 トレンチ調

査にとどめ、 9区のみ全面発掘調査を実施 した。

平成12年度は、 1～ 3、 10～ 12、 14、 15区 について発掘調査を実施 した。 1～ 3区 については遺構

が存在する可能性が非常に低いと考えられたため トレンチ調査のみにとどめる予定であったが、 トレ

ンチ調査成果から全面調査が必要となり、 1区北半分についてのみ拡張 して面的調査を実施した。2、

3区 も全面調査が必要であつたが、期間等の都合上、来年度に実施することとした。13区 はビニール

ハウスで畑作がおこなわれているため調査は実施できず、10～ 12、 14、 15区 については全面発掘調査

を実施 した。

平成13年度は、平成12年度にトレンチ調査のみを実施 した 1～ 3区について全面調査が必要な結果

が得られたことから、 1区南半分～ 3区の全面発掘調査を実施 した。

以上、 3年間の調査の概略を記 したが、調査地が現在 も耕作中の田国であるため、実際に調査が開

始できたのは稲刈 りや刈 り取られた稲の現地天 日干 しが終了した後であり、また、春の田植え前の荒

おこしに間に合うように田圃を復旧して土地所有者に返却する必要があつたため、実際の現地調査実

施期間は年度後半期の 3ケ月程度に限られた。山陰地方の冬季の悪天候のもと、天からの降雨および

降雪、地下からの豊富な湧水により調査は困難をきわめ、心ならずも十分な調査がおこなえなかった

ことが遺憾の極みである。

本調査報告書は、年度ごとに図面等を作製、整理 していたものを、平成14年 4～ 6月 にまとめて作

成 した ものである。

註1 中村太一「『出雲国風上記』の方位・里程記載と古代道路」F出雲古代史研究 (第二号)』 1992年  ほか。
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4.平成11年度調査について

I.調査の概要

平成11年度は、古代山陰道推定地として最 も重要視されている7区を中心とする4～ 9区について

発掘調査を実施 した。

4～ 6区 については小型重機を使用 して幅の狭い試掘 トレンチを南北に掘 り、その上層の堆積状況

を観察 した。耕作基盤上下の土層は低湿地状で遺物は出土せず、遺構が存在する可能性は少ないと考

えられた。そこで、各区に 1カ所づつ湧水砂層まで達する深掘 リトレンチを掘 り、土層堆積状況の観

察記録をおこなうことにした。ただし、6区は古代山陰道の遺構が存在する可能性が考えられたため、

トレンチを南端まで延長した。その結果、6区のトレンチ延長部分で古代山陰道の遺構を検出するこ

とはできなかったが、湧水砂層直上のレベルから木簡の破片を包含した章類の植物遺体など有機質を

多量に含む沼地状の上層を確認した。そこで6区の南側半分については調査区を拡張して遺物の収集

をおこなった。その結果、木簡状木製品多数と木簡の破片 3点が出土した。また、6区の延長 トレン

チ北側から6区深掘 トレンチにかけて河原の一部と思われる大円礫を隙間無く検出したため、5区方

向に向けてもトレンチを延長し、大河の痕跡を確認することにした。

7～ 9区については、7～ 8区付近が古代山陰道の最有力推定地にあたっていたため、まず小型重

機を使用して南北方向に一貫したトレンチを掘って土層の観察をおこなった。 トレンチの深さは湧水

砂層までにとどめた。その結果、7区は6区 とほぼ同様の上層であつたが、7区南端には暗渠が存在

したほか北端には車道があったため、調査範囲を最小限にとどめる必要が生じ、まず トレンチの幅を

少し広げてみた。トレンチ調査では、6区で出土したような木製品は出土しなかったため、全面調査

は実施しなかった。8区は、北側では湧水砂層が深く、近世の真名井神社参道にともなうと思われる

橋脚らしい柱根を確認したため、西側にトレンチの幅を拡張し柱根の分布範囲を確認することにした。

ところが、湧水砂層に達する以前に壁面から大量の砂を含んだ湧水が トレンチ内に流れ込んで壁面が

崩落し、特に東側の車道方向からの砂を含む湧水量が著しく危険な状態となったため、緊急に埋め戻

さねばならない状況となった。夕暮れ時で暗く、柱根の図面はおろか写真も撮ることができなかった。

このことは今回の調査の中で最も悔やまれる出来事であった。8区南側は、試掘 トレンチで灰色系粘

質上の厚い水平堆積の下に流水の層を確認した。トレンチの幅を少し広げて様子をみたが、遺構、遺

物とも出土しなかったため、全面調査は実施しなかった。9区については、耕作基盤土層から須恵器

や土師器片が多数出土したほか、その下に出雲国国庁の基盤面と同じ淡褐色砂質土 (シ ルト)層の広

がりを確認したため、全面調査を実施した。
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Ⅱ.調査結果報告

4 区

トレンチ調査をおこなったが、遺構、遺物とも出土しなかった。

・層序 (第 5図 )

表上下約 2m掘 り下げたところ、最下層は小円礫で、その上には約50cmの 厚さで砂層と粘質土層

の複雑な堆積がみられた。緩やかな川の流れや滞水が繰 り返された状況と思われ、これらの層からは

著しい湧水がみられた。さらにその上には約 lm厚 さで灰色系の粘質上がほぼ水平に堆積しており、

一部薄い砂層も挟まれていた。

上から3層 目の灰褐色粘質土は松ぼっくりを大量に含む層で、近世以降に真名井神社参道に松並木

が植えられた後の耕作土層である。

5 区

河原石の広がりを確認し、大河が流れていた時期のあることがわかった。遺物が出土していないた

め、川が流れていた時期は不明である。遺構は存在しなかった。

・層序 (第 6図 )

最初の深掘 トレンチ調査では表土下約2.6mの小円礫層まで掘り下げた。小円礫層は北方に向かっ

て若千レベルが下がっている。深掘 トレンチの南端では小円礫層の上に砂層が堆積しており、約 lm

北の小円礫上で消滅している。この砂や小円礫層の上には厚い灰色粘質土が堆積している。湧水の勢

いが激しくて灰色粘質土下方の細かい層を分層及び記録することはできなかったが、小円礫層上約50

cmは極めて薄い砂層と粘質土層が交互に堆積 していた。

6区へ続く細長いトレンチは、径10cm強の大円礫が一面に広がっている面まで掘 り下げた。大円

礫層上面のレベルは地表面下 lm前後と浅く、5区の南端から3mく らいで若干レベルの低下がみら

れた。円礫にはほとんど角張ったものが混じっていなかったことから、大河がある程度の流速を保ち

ながら、長期間にわたつて流れていたと思われる。大円礫層の上には黒灰色粘質上が堆積していた。

1000m

①耕作土
②灰色粘質土
③灰褐色粘質土
④灰色粘質土
⑤砂
⑥暗灰色粘質土

⑦砂混 じりの灰色粘質土 ⑩砂混じりの灰色粘質土

③灰色粘質土      ⑪粗砂
③砂          ⑫小円礫

0                      4m

第5図 4区 トレンチ土層断面図
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①耕作土
②褐灰色粘質土
③濁灰色粘質土
④暗灰色粘質土

⑥黒灰色粘質土
②大円礫
③灰色粘質土 (薄い砂層を何層もはさむ)

③粗砂
⑩小円礫⑤砂混じりの暗灰色粘質土

1号木簡

暗渠

C′

①耕作土
②褐灰色粘質土
③暗灰色粘質土
④灰色粘質土
⑤暗灰色粘質土

⑥大円礫
⑦砂混じりの暗灰色粘質土
③砂 (湧水)

③濁褐灰色粘質土
⑩灰色粘質土

①茶灰色粘質土
⑫黒灰色粘質土
①小円礫

0                       4m

第6図 5・ 6区 トレンチ土層断面図



ここでの大円礫層と深掘 トレンチでの小円礫層 と

の切 り合い関係は、深掘 トレンチからの著 しい湧水

を防ぐために土手を残さねばならず、確認すること

はできなかった。大円礫層の上には濁黒灰色粘質土

が堆積 していた。上から3層 日の濁灰色粘質土は松

ぼっくりを大量に含む層で、4区で見られた灰褐色

粘質土層に続 くものである。この層の中から古代瓦

- 0        10cm

6区出土瓦実測図

´´

:三 ι :ι
:こ

を
上

を

々

tと J)

1 0cm

第7図 5区出土瓦実測図 片 1点が出土 した。

・遺物 (第 7図 )

表側は縄 目叩き、裏側は布 目痕が観察できる。焼成は良好、古代瓦 1片が出上 した。丸瓦の一部で、

色調は濃灰色である。

6 区

・層序 (第 6図 )

暗渠を挟んで北と南では下層部の土層に違いがみられた。

北側では5区で確認した径10cm強 の大円礫層の続きまでの掘 り下げをおこなった。ここでは大円

礫層上面のレベルが 5区 よりも若干上がっているようである。このことから、大河の中心は6区付近

で、5区にかけて浅くなり河原を形成していたと思われる。大円礫層の上には5区から続く黒灰色粘

質上が堆積していた。

深掘 トレンチでは、現地表面下約 2mの小円礫層まで掘り下げた。小円礫層中からは弥生時代中期

の上器片が 1点出土した。小円礫層の上には薄い砂層を若干挟む暗灰色粘質土が厚く堆積し、その上

に大円礫層が堆積していた。小円礫層を形成した河道が弥生時代には流れていたと判断されたため、

大円礫層を形成した河道はそれよりもさらに新しい時期に流れていたものである。大円礫層の上は暗

灰色粘質土層で、その上が現在の耕作基盤土層となっている。

深掘 トレンチの南側では、地表面下約 lmで湧水の著しい砂層となり、掘 り下げの深さは湧水砂層

の上面までとした。暗渠寄りの場所では、北側から続く黒灰色粘質上が湧水砂層の下に潜り込み、大

円礫層の続きが約40cm程度のぞいて砂混じりの暗灰色粘質土上で終結していた。その上には暗灰色

% =/
0_________―

―――――――――‐
OCm

第8図 6区出土土器実測図
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粘質土が堆積していた。この暗灰色粘質土中には砂層がみられず、章類と思われる多くの植物遺体や

昆虫遺体が含まれていたことから、典型的な沼地の層と考えてよいであろう。この層の中からは、丁

寧な削りで加工された長さ20～ 40cm、 厚さlcm弱の木簡状木製品が多数出上したほか、本簡 3点が

出土した。木簡はいずれも暗灰色粘質土層中でも湧水砂層直上の深いレベルから出上した。木簡は字

体および年号の記載から奈良時代のものと判断できたことから、暗灰色粘質土は奈良時代以降の堆積

層と考えられる。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

須恵器片 1点 と木簡 3点 (第 10図 )の ほか、木製品多数 (第 11図 )が出土した。

須恵器片は暗灰色粘質土層から出土したが、甕胴部のガヽ片であるため時期は不明である。図面化は

していない。

木簡は破片 3点出土 した。

細に記す。

いずれも暗灰色粘質土層の下方からから出上したものである。以下で詳

0                                          10cm

第10図 6区出土木簡実測図
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① l号木簡 (第 10図 1)

「恐々謹解□□□

[丈亀]

肉太の墨書 7文字が残存 している。上四文字は上申書の冒頭常套句「恐々謹解」と記されてお り、

文書木簡の一部であることがわかる。この下の二文字は肉太の墨痕が明瞭であるにもかかわらず解読

が困難で、最後の一文字は上端がわずかに残存するのみである。「謹解」の下の文字については、人

名が記されている可能性が高 く、「丈牛」と解釈できるかもしれないが現時点では断定できない。

この木簡は比較的残存状況が良 く、上端は左右から段違いに刃が入れられているため、「‐」状 を

呈 している。上端が「‐」状に加工されている意味は不明である。墨書は上記 したとおり7文字の存

在が確認できるが、 7文字目から下は欠損 している。両側面はケズリで、裏面は未調整である。

法量は、残存長13.8cm、 幅3.35cm、 厚さ0,8cmを測る。使用材はヒノキ科アスナロ属である。

② 2号木簡 (第10図 2)

□進

肉太の墨書 2文字のみが残存している。「進」の上には「又」の文字が見えるが、やや右寄 りに書

かれているため秀りである可能性が高い。

この木街は木質の含水率が高くて残存状況が悪く、墨痕も不明瞭である。上下端は欠損し、左側は

割れている。右側面、裏面はケズリである。

法量は、残存長5.2cm、 残存幅1.6cm、 厚さ0。 4cmを 測る。使用材はヒノキ科アスナロ属である。

③ 3号木簡 (第 10図 3)

廷暦八年□

肉細の墨書 5文字のみが残存している。「延」は下端部しか残存していないが、「廷」の一部を観察

することができるため、年号「延暦八年」と読める。延暦八年は西暦789年で、奈良時代末期にあた

る。

この木簡は、木質の残存状況は良好だが、墨痕がやや不明瞭である。上下端は欠損 し、右側は割れ

ている。左側面と裏面はケズリである。

法量は、残存長6。 7cm、 残存幅1.5cm、 厚さ0.4cmを測る。使用材はスギである。

註 1 平川南氏は、「恐々謹解」 と同様の意味で使用されていた「牒」 という冒頭常套句の事例、平城宮跡か ら出土

した木簡「牒上 男縄御所」、新潟県箕輪遺跡から出土 した木簡「牒 三宅史御所 応□□□ □ □に着 目

され、「恐々謹解」の下にも人名が記 されている可能性が高いことを指摘 された。

また、平川氏から「恐々謹解」の下の 2文字について、断定できる段階ではないが、あくまでも一候補 とし

て「丈牛」と読めるかもしれないとの御教示をいただいた。

註 2 平川氏の御教示による。

註 3 平川氏の御教示による。

-13-



第11図 1～ 4は木簡状木製品である。いずれも幅は3cm前後、厚さはlcm弱を測る。各面とも丁

寧に削られているものが多いが、全て久損品で完形のものは無い。すべて赤外線を照射したが、墨痕

はみられなかった。5・ 6は木簡状木製品に近似しており、丁寧な削りが施されているが、形状が不

整形なものである。7は板状木製品の一部で、幅 5cm、 厚さlcm強 を測り、切れ込みの一部が残っ

ている。8は先端が杭状に加工された用途不明品である。先端部分には火を受けた痕跡がみられる。

わ

6

第11図 6区出土木製品実測図
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7  E【

・層序 (第13図 )

6区南側とほlF同様の堆積状況で、表上下約1.lmで湧水砂層となる。湧水砂層直上は有機質を多

く含む暗灰色粘質土で 6区から続 くものである。その上層は6区 と若干違ってお り、灰色粘質上、白

色小石を含む灰色粘質土と細分される。いずれも水平堆積である。

南端部については、現在 も機能している暗渠が存在 したため観察できなかった。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

出上しなかった。

8 区

・層序 (第14図 )

北側約半分については、重機による掘削中に道路側からの砂を含む湧水が著 しくて危険な状況に陥

ったため、緊急埋め戻 しを余儀なくされた。したがって、土層堆積状況図は作成することができなか

つた。下層部の状況については記述のみで報告する。

掘 り下げをおこなった最下層、地表面下約 2m強の深さではガヽ円礫の層があり旧河道が存在 した。

小円礫層の中から弥生時代中期の上器 1片が出土 したことにより、弥生時代中期には存在 した河道と

思われる。その河道の上には砂層を含む灰色粘質土系の厚い堆積が存在 し、地表面下約1.5m位で径

10cm強 の橋脚と思われる柱根10本程度を検出した。この柱根の範囲を確認するため掘削範囲を西側

に広げたところ、調査区東端より3m位 までの間でおさまった。以上が図面化できなかった地面下の

様子である。

湧水の噴出を止めるために大幅に埋め戻 しをした結果、分層および図面化できた土層はいたって浅

いレベルまでとなった。

8区北側の土層は暗渠部分を境に 7区 とは全 く異なっており、ここでは湧水砂層を大きく切 り込ん

で暗灰色系粘質土層が堆積 していた。 7区ではほぼ水平堆積 となっていたのに対 し、砂を多 く含む灰

色粘質土は黒灰色砂質土層を切って南に下がっている。その上に堆積 した暗灰色粘質土も明瞭に図面

化できていないが南に下がる堆積である。 8区ほぼ中央付近で再び地表面下1.lmで湧水砂層がみら

②  ③

暗渠

D

第13図 7区土層断面図
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1050m 1050m

①耕作土
②灰色粘質土
③灰褐色粘質土
④灰色粘質土
⑤暗灰色粘質土
⑥褐色砂
⑦淡褐色砂

③灰色粘質土
③砂を多く含む灰色粘質土
⑩黒色粘質土
①灰色粘質土
⑫黒色砂
○砂を多く含む灰色粘質土
①灰色砂

⑮濃灰色粘質土
⑩黒色砂
①黒色砂
①砂 (湧水)

①耕作土     ⑤暗灰色粘質土
②灰色粘質土   ⑦灰色砂質土
③暗灰色粘質土  ①濃灰色砂質土
④濁灰色粘質土  ③砂を多く含む灰色粘質土
⑤灰褐色粘質土  ⑩暗灰色砂質土

1050m

①耕作土
②灰色粘質土
③淡褐色砂質土
④濃灰色粘質土
⑤砂を多く含む灰色粘質土
⑥橙灰色粘質土
⑦砂を含む淡灰色粘質土

③暗灰色粘質土
⑨礫を多く含む灰色粘質土
⑩砂を多く含む灰色粘質土
①砂標を含む灰色粘質土
⑫灰色砂質土
〇砂
①濃灰色粘質土

o                       4m
十 ~

①黒色砂質土
⑮砂 (湧水)

⑦角礫 (湧水)

第14図 8・ 9区土層断面図



れることから、湧水砂層を切つて落ち込んだ暗灰色系粘質土は8区中央以北で立ち上がっているはず

であるが、前記 した事情により確実な地J点 を押さえることはできなかった。 8区のほぼ中央の褐灰色

粘質土層下で機能していない暗渠を確認 したが、深さから考えて耕地整理以前の耕作に伴うものと思

われる。

8区南側は地表面下1.lmで湧水砂層に達する。湧水砂層の上には薄い黒色砂層があ り、一部それ

を切つて湧水砂層まで落ち込む砂を多 く含む灰色粘質土の層が堆積 している。さらに、砂を多 く含む

灰色粘質土層を切つて落ち込む溝状に堆積する灰色系粘質土層 もあり、その上には薄い掲色砂層が堆

積 している。その上はほぼ水平堆積の層となっている。

・遺構

検出されなかった。

・遺物 (第 15図 )

自然河道の月ヽ円礫層から弥生時代中期初頭の甕口縁部小片が出土 した。口縁は「 く」の字状に外反

するもので、胎土は緻密、焼成は良好、色調は内外面 とも明掲色を呈する。調整は、外面は細かいハ

ケメ、内面は風化で、復原口径19。 2cm、 復原顕径16.8cmを 測る。

9 区

・層序 (第 14図 )

南寄 りの場所では表土下約80cmが湧水角礫層であった。湧水角礫層上 と耕作基盤土層の間は褐色

砂質土層 1層のみであるが、掲色砂質土層は北に向かって徐々にレベルが下がってお り、上方には橙

灰色粘質土が堆積 している。褐色砂質土は 9区南端から約7,6mの地点で消滅 してお り、ちょうどそ

の地点で橙灰色粘質土層を切つて溝 S D01の断面が観察できる。 S D01の 埋没層序は第17図 のとお り

で、最下層は暗灰色砂質土、その上に灰色粘質土系の数層が堆積 し、一部淡橙灰色砂質土を挟んでさ

らに淡橙灰色粘質上が堆積 して埋没 している。S D01は いったん埋没 した後に橙灰色粘質土層で覆わ

れているが、その層を切って 2回 目の溝の掘 り込みが力Sお こなわれている。最後に掘 られた溝は礫混

じりの砂層で埋没 してお り、その層からは弥生時代前期～後期の幅広い時期の上器小片多数が出上 し

た。

溝 S D01以北の上層は南側とは大きく異なってお り、最下の湧水層は礫層を切つて砂層に変化 して

いる。湧水砂層上約30cmは 一部灰色系粘質土を挟む灰色系砂質上で、その上に暗灰色粘質土が水平

堆積 し、その上が現在の耕作基盤土である。

Ocm

第15図 8区出土土器実測図
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・遺構 (16図 )

溝 2条 と若干のピットを検出した。

溝S D01は褐色砂質土層がまさに消滅しようとする位置で、西―東方向に、橙灰色粘質土層上面か

ら湧水礫層まで掘 り込まれていた。流れの方向は不明である。溝の断面は緩やかなU字状を呈してお

り、幅は西側が広くて2.5m、 東側1.5m、 深さは約0.6mを 測る。ただし、セクションを観察すると、

最低 2回 は掘 り返して利用された痕跡があるため、この深さは最深部の数値である。

S D01の 埋土は、下層が粘質土を中心としていることから澱みがちであったと推察され、最後に掘

られた溝は小石を密に含んだ砂で埋まっていたことから、水の流れが速かったものと推察される。溝

底面がプラン検出面から非常に浅いことから、溝が機能していた時期の地表面はプラン検出面より高

いレベルであったと思われる。埋土中からは、弥生時代前期を含み後期を中心とする幅広い時期の上

器片が出土した (第 18図 )。 割合的には弥生時代後期の上器が大半を占めていたようである。特に上

層の小礫を多く含む砂層から多く出土したようであるが、土器片の時期と層位の間に整合性はみられ

なかった。土器片はいずれも小さくて接合できる個体はなかったが、ほとんど風化が見られなかった

ことから、周辺に生活遺跡が存在することを示しているものと考えられる。

溝S D02は 溝 S D01か ら約 5m南の位置で、西―東方向を指向しており、S D01と ほぼ並行して掘

られていた。溝の断面は緩やかなU字状を呈しており、検出時の最大幅60cm、 深さ約12cmを 測る。

埋土は周囲の淡褐色砂質土よりやや濃い褐色砂質土一層で、遺物は出土しなかった。

ピットは、埋上が若千灰色がかっている程度で明瞭なものではなく、建物等を復原することはでき

なかった。

・遺物

溝S D01中 から弥生時代の土器小片が多く出上した。前期の壺 1点 と中期の壼 1点 を確認したが、

他は全て後期の上器であった。詳細は後頁の上器観察表に記す。

耕作基盤上の灰色粘質土層からは幅広い時期の遺物が出土した。土器はいずれも小片で、古墳時代

後期の須恵器が最も古 く、現代の土器片まで出上したが、11世紀前後の土器片の割合が多かった。詳

細は後頁の上器観察表に記す。

1000m

①礫混じりの砂  ⑤暗灰色粘質土 ③暗灰色粘質土
②淡橙灰色粘質土 ⑥砂混じりの暗灰色粘質土 ⑩暗灰色砂質土
③橙灰色粘質土  ⑦灰色粘質土
④淡橙灰色砂質土  ③暗橙灰色粘質土

⑪淡褐色砂質土
⑫角礫

0                                 2m

第17図 清SD01埋土土層断面図
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石器は少なく、製品では砥石 2点、鏃 1点が出土 した。製品以外では黒曜石の小さな剥片数点が出

土 した。砥石 (第20図 )の 1は、石材不明、法量は長さ15。 lcm、 幅6.5cm、 厚 さ3.4cm、 重 さ262g

を測る。 2は、石材不明、法量は長さ9.9cm、 幅5.lcm、 厚さ4.lcm、 重さ277gを 測る。鏃 (第21図 )

は、安山岩製の三角鏃で、法量は長さ2.8cm、 幅1.9cm、 厚さ0.4cm、 重さ2.6gを 測る。

Ocm

第20図 9区包含層出土砥石実測図

く//〉

0                     9cm

第21図 9区包含層出土石鏃実測図
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表察観器土

挿図番号 種類 器種 法量m 胎  土 焼 成 色  調 調整・手法の特徴等 備  考

18図 -1 弥生 霊

回径

(158)

lmm～ 2mmの砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙色

(内 )淡橙色
(外 )風化

(内 )風化

18図 -2 弥生 空
口径

(143)
0 5mm前後の砂

粒を多く含む
良好

外

内
淡橙褐色

暗灰色

外)風化
内)口縁端部文様有

穿孔2カ 所有

18図 -3 弥生 霊

口径

(264)

2mm前 後の砂

粒を多く含む
良好

外

内
淡橙色

淡橙色
外)風化、回縁端部2条擬凹線

内)風化

18図 -4 弥生 霊

回径

(134)

0 5mm以下の砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙色

(内 )淡灰色
(外 )ヨ コナデ、口縁端部6条擬凹線

(内 )ヨ コナデ

18図 -5 弥生 甕
口径

(188)
2mm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙褐色、一部

暗灰色(内 )淡橙色
(外 )ヨ コナデ、口縁端部3条擬凹線

(内 )ヨ コナデ

18図 -6 弥生 甕
口径

(138)

2mm前 後の砂

粒を多 く含む
良好

(外 )淡橙色

(内 )淡橙褐色
(外 )ヨ コナデ後ハケメ、回縁端部2条

擬凹線(内 )ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

18図 -7 弥生 甕
口径

(164)
05～2mmの 砂

粒を多 く含む
良好

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色
(外)ヨ コナデ、回縁端部3条擬凹線

(内 )ヨ コナデ

18図 -8 弥生 甕
口径

(174)
密 良好

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色
(外 )ヨ ヨナデ、口縁端部3条擬凹線

(内 )ヨ コナデ

18図 -9 弥生 甕
口径

(128)

lmm以 下の砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色
(外 )ヨ コナデ、回縁端部3条擬凹線

(内 )ヨ コナデ

18図 -10 弥生 甕
口径

(154)
0 5mm前後の砂

粒を多く含む
良好

(外 )ス ス付着、暗

橙色(内 )暗橙褐色
(外 )ヨ コナデ、回縁端部4条擬凹線

(内 )ヨ コナデ、ヘラケズリ

18図 -11 弥生 甕
回径

(164)

2mm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙色

(内 )淡橙色
(外 )ヨ コナデ、口縁端部4条擬凹線

(内 )ヨ ヨナデ

18図 -12 弥生 甕
回径

(164)

0 5mm以下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外)ス ス付着、暗

褐色(内 )黒灰色
(外 )ヨ ヨナデ、貝殻施文有、口縁端部6

条擬凹線(内 )ヨ コナデ、ヘラケズリ

18図 -13 殊生 甕
口径

(154)
lmm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外)暗灰褐色

(内 )暗灰色、淡橙色
(外 )ナ デ、細かい擬凹線

(内 )ナ デ

口縁外面スス

付着

18図 -14 弥生 甕
口径

(76)

05～ lmmの砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙褐色

(内 )暗灰色
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ

18図 -15 弥生 甕
口径

(120)

lmm前 後の砂

粒を多 く含む
良好

(外 )淡橙色

(内 )淡橙色
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ

18図 -16 弥生 注口土器
lmm以 下の砂

粒を含む
良好

(外 )自橙灰色(内 )白

橙灰色(断 )自橙灰色
(外 )文様有
(内 )ナ デ

18図-17 弥生 (月同著呂)

密、0 5mn以下
の砂粒を含む

良好
(外 )明橙褐色(内 )明

橙褐色(断 )明橙褐色
(外 )風化

(内 )布 目有
製塩土器 ?

18図-18 弥生 (底部)

底径

(48)

2mm以 下の砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡褐色

(内 )暗灰色
(外 )風化

(内 )風化

18図 -19 弥生 (底部)

底径

(68)

lmm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外 )暗灰褐色

(内 )暗灰褐色
(外 )ナ デ

(内 )ケ ズリ

19図 -1 須恵器 (把手) 密 良好
(外 )灰色

(内 )灰色
(外 )ヨ ヨナデ

19図 -2 土師器 高台付皿
底径
(62)

lmm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )責白茶色

(内 )黄白茶色
(外 )ナ デ

(内 )ナ デ

19図 -3 土師器 (把手)

lmm前 後の砂
粒を含む

良好
(外 )淡茶色(内 )

淡茶色(断 )灰色
(外 )ナ デ

(断 )楕円形

19図 -4 土師器
柱】大高

台付皿
底 径52

残存高37
密 良好

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色
(外 )体部ナデ、底部糸切後ナデ消

し
皿部欠損

19図 -5 土師器 皿
底径
153

密、lmm程の砂粒
をわずかに含む

農好
(外 )橙色(内 )

橙色(断 )橙色
(外 )風化

(内 )風化
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※法量の ( )内数値は復原値を表す。



Ⅲ.河ヽ 結

今年度の調査で最 も主眼をおいていた古代山陰道の遺構を検出することはできなかったが、以下の

ような重要な調査成果を得た。

(1)7区南端の暗渠を挟んで北 と南では土層の堆積状況に大きな違いが見 られた。

(2)7区暗渠北側は6区から続 く沼地状土層が存在 し、 6区ではその層の最下層付近から奈良時代の

本簡が出上 した。

(3)8区北側で条里界線に比定できるかもしれない、橋脚 らしい柱根を観察 した。

上記 した(1)と (3)の事実から、意宇平野条里の界線が 8区北側に存在 したことはほぼ確実であろう。

水路自体が条里の界線であったかもしれないし、界線の道路端に水路があった、または機能 しなくな

った道路を利用 して水路力S作 られたとも考えられる。では、そこに古代山陰道は存在 し得たのかとい

うことになるが、(2)の事実より建物を伴う施設等が存在 し得ず、人間の生活に密着 した場所でもない

章類が生い茂った沼地の上層から木簡が出土 したということは、この場所が役人の往来する道路の近

くであつた可能性は非常に高いと推察される。

単純に考えて、 7区北側のような地盤が不安定な低湿地域に道路を建設する場合には、降水時のぬ

かるみや浸水を避けるために上を盛って小高 くする工法がとられていた可能性が高い。もし、このよ

うな工法が用いられていたとしたら、維持管理が不十分になった時点での崩壊は早 く、後世の耕作で

削平され、すでに意宇川の氾濫によって押 し流されて消滅 してしまったことは想像に難 くない。

次に、土層観察で得られた成果から古環境の復原を試みてみたい。

意宇平野の大坪遺跡付近は比較的高低差が少ない扇状地形である。伏流水が流れる湧水砂層はやや

しまりが見 られるものの、氷河期にまで遡るものではなく、縄文時代以降に堆積 したものである。

9区の南端付近では湧水砂層が湧水礫層に変化 してお り、その上には比較的安定 した淡褐色砂質土

が堆積 していた。大草町ではこの層の上面から出雲国国庁の平面プランが検出されている。淡褐色砂

質土層は北にいくにつれてレベルが下がってお り、この層がまさに湧水礫層上で消滅 しようとする地

点で、弥生時代後期を中心 とした土器小片を密に含んだ溝 S D01が検出された。溝の下場は湧水礫層

直上である。この溝の下場はプラン検出面から非常に浅いレベルであるにもかかわらず、埋土は水の

流れが速かったことを示唆 していた。溝が機能していた時期の地表面は、プラン検出レベルよりも高

い標高であって、それが後世に削平された状況であると考えられよう。溝 S D01か ら8区にかけては

古代山陰道の有力推定地であるが、灰色系粘質上がほぼ水平に堆積 してお り、下方では砂を挟んでい

ることから、低湿地であったと思われる。

註 1 中村唯史氏のご教示による。
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5.平成12年度調査について

I.調査の概要

平成12年度は、ビニールハウスで畑作がおこなわれている13区 を除いて、残 りの 1～ 8区、10～ 12、

14、 15区 について調査を実施 した。

1～ 3区 は、扇状地の扇端にあたり、標高が低 くて現在でも降雨時には半ば池のような状態になる

場所である。平成11年度に実施 した 4、 5区の調査成果から遺跡が存在する可能性は非常に低いと考

えられたため、当初は重機を利用 して各区に湧水砂層までの深掘 りの トレンチを 1カ 所ずつ掘 り、土

層の堆積状況を観察することにした (第22図 )。

ところが、 1区の トレンチからほぼ完形の上器 2点が出土 したため、 1区の北側半分については全

面調査 (以下、拡張調査区と称する)を実施 した (第22図 )。 その結果、拡張調査区の南東角か らは

多量の木製品が出土 した。また、 2区では意宇平野の扇状地形成以前から存在する基盤の層、灰白色

粘土層を検出した。この粘土層は意宇平野北辺のところどころに分布 しているもので、最近まで瓦の

粘土として利用されてきたほか、間内遺跡では弥生時代や古墳時代の粘土採掘坑が検出されている。

3区では 1区 と近似 した旧河道状の堆積層を確認 した。以上のような結果から、さらに木製品を掘 り

あげ、灰白色粘土層上面で粘土採掘坑等の遺構の有無を確認 し、灰白色粘土層の広が りを明確にする

ために、灰白色粘土層北端と南端の浸食状況を調査する必要が生 じた。以上の理由により、 1～ 3区

にかけては全面調査が必要となったが、調査 日数等の不足により、金面調査は平成13年度に実施する

ことにした。

10区以南は、地形的に若干高 く、10～ 12区 は、前年度に調査を実施 した 9区から続 く淡掲色砂質土

層上の遺構面が想定されたため、金面調査を実施 した (第26図 )。 その結果、耕作基盤土層直下が淡

褐色砂質土層上面となっており、10区では弥生時代後期～古墳時代前期の溝を検出し、12区 では時期

不明の掘立柱建物跡を検出した。また、幅の狭い トレンチを南北に湧水砂 (礫 )層まで掘 り下げ、土

層堆積状況の観察もおこなった。14、 15区 も同様の調査をおこなったが、14区 では現在の耕作基盤土

層の下に古い時期の耕作土が存在 し、12区 に続 く明確な遺構面は検出できなかった。幅の狭い トレン

チを南北方向に湧水砂層まで掘 り下げたところ、これまで古墳時代後期の遺構面と考えていた淡褐色

砂質土層の下に弥生土器の細片を含む薄い層を確認 し全面的な掘 り下げをおこなった。土器の小片と

多少の炭が出上 したが、遺構は検出できなかった。15区 では、古墳時代後期の遺構面を検出した。幅

の狭い トレンチを南北に湧水砂 (礫 )層 まで掘 り下げたところ、意宇川の氾濫原状の堆積状況を観察

した。

以下で調査区ごとに詳細を記す。
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Ⅱ.調査結果報告

1区

まず トレンチ調査をおこなった結果、土器を包含す

る層を確認 したことから、北側半分強について調査区

を拡張 した。ただし、湧水量が著 しいため、拡張区の

調査をおこなう深さは土器が出土 した灰色粘質土層の

下面までとした。 トレンチ部分は深 く掘 り下げたので、

以下で トレンチ調査区と拡張調査区に分けて報告する。

トレンチ調査区

・層序 (第23図 )

湧水が著 しいため、掘 り下げの深 さは地表面下2.2

mの植物遺体層までとした。北端の一部では植物遺体

層の下に湧水砂層を確認 した。

最下層は湧水砂層で、その上に厚い植物遺体層が南

下が りに堆積 していた。その上には薄い砂層と植物遺

体層が交互に堆積 しており、これらも南に傾斜 してい

た。その上は暗灰色粘質土が南下が りに堆積 し、南端

では砂層によって切られていた。さらに上には40～ 50

cm厚 さの灰色粘質土が堆積 してお り、その層中か ら

は古墳時代前期の上器が出土 した。この層 も、南端で

は砂層、植物遺体層によって切られていた。南端で灰

色粘質上を切った砂層の上には灰色粘質土系の層が堆

積 し、標高8.5mの レベルで上層の暗灰掲色粘質土の

ほぼ水平な下場となっている。暗灰褐色粘質土上の灰

褐色粘質土は松ぼっくりを多 く含む層である。

この トレンチは湧水が著 しいため、特に下方での細

かい分層はできなかった。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

ほぼ完形 と思われる土器 3点を確認 したが、壁面が

大きく崩落 して水没 したため、 1点の上部のみを取 り

上げることができた (第24図 )。 この土器は口縁端部

がやや厚い複合口縁の上師器の甕で、胎土は緻密、焼

|
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第22図 1～3区 トレンチ配置図
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②

③

隆 翌 ⑦
υ`   ｀―

― ミ導 耕
白

①
②

1000m

1000m

1000m

④

①黒褐色粘質土
②自色小石を含む黒褐色粘質土
③自色粘土
④淡褐色粘土

①耕作土
②灰色粘質土
③褐灰色粘質土

(松 IFっ くり含)

④黒色土
(松 IFっ くり含)

⑤黒色土
⑥黒灰色土
⑦濁灰色粘質土
③暗灰色粘質土
⑨灰色粘質土
⑭淡灰色粘質土
③灰色粘質土
⑫濃灰色粘質土

(木製品多く含む)

1000m

1区 トレンチ

①灰褐色粘質土
②淡褐色細砂
③濁褐色細砂
④細砂
⑤粗砂
⑥褐色粘質土

1000m

⑦粗砂
③植物遺体層
③植物遺体
⑩黒色粘質土
①白色

①耕作土
②白色小石を含む灰色粘質土
③暗灰色粘質土
④細砂を含む灰色粘質土
⑤灰色粘土
⑥砂を含む濃灰色粘質土
⑦灰色粘質土
③植物遺体層
③砂       ④砂
⑩植物遺体層
⑪細砂
⑫植物遺体層
⑬植物遺体層
⑬砂
⑮細砂
⑮植物遺体層
⑫暗灰色粘質土
⑭粗砂
⑬砂
④植物遺体層

2区 トレンチ

⑫植物遺体層
⑮砂
⑭炭混じりの灰色粘質土
⑮白色砂
④白色粘質土
⑮砂混じりの植物遺体層
④砂
④植物遺体層
⑭粗砂
③砂
⑫植物遺体層

1000m

Ｉ
Ｉ

〕
ミ

ー
ー

3区 トレンチ

1区拡張調査区東壁

第23図 1・ 2・ 3区 トレンチ、1区拡張調査区土層断面図



成は良好、色調は内外面ともに淡褐色である。調整は口縁部分が内タト面とも横ナデ、胴部は外面が縦

ハケ後肩部に横ハケ、内面がケズリである。法量は、口径16。 2cm、 顎径13.2cmを 測る。

拡張調査区

・層序 (第23図 )

湧水が著 しいため、掘 り下げは トレンチ調査で土器が出土 した灰色粘質土層下面迄とした。基本層

序は トレンチ調査 と微妙に異なってお り、灰色粘質上の上に暗灰色粘質土、濁灰色粘質土、黒色土、

耕作基盤土 (灰色粘質土)と ほぼ水平に堆積 している。黒色土以上が松ぼっくりを多く含む層である。

ただし、拡張調査区の南東角付近は有機質を多量に含む湧水が多い濃灰色粘質土に切られてお り、

その層からは章類や自然木に混 じって本製品多数が出土 した。古墳時代後期の上器器の甕小片 1′点が

出土 したことから、その時期 もしくはそれ以降の時期の堆積層と思われる。濃灰色粘質土はやや深め

に掘 り下げて木製品の収拾に努めた。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

土器は、古墳時代後期の甕の口縁部 1片が出上 した。破片が小さいため図面化はしていない。

木製品は、枠付田下駄の一部や農耕具の柄、そのほか多数の加工が施された用途不明品が出土 した

(第25図 )① lは枠付田下駄の縦枠で、断面が4.4× 3,4cmの 角九方形を呈するもので、全長は両端部

を欠損 しているため不明である。残存部には横桟をはめるための孔 8カ 所を確認 した。孔の形状は前

後に長い長方形で、いずれも2.8× 1.8cm程度である。孔の内 2カ 所には、ちようど孔の大 きさに合

致する横桟の末端部が残存 していた。使用材はヒノキである。枠付田下駄の横桟と思われる木製品は、

形状や大 きさが若干異なる2点 を確認した。 2は桟部分の断面が楕円に近い3.6× 2.Ocmで、縦枠に

差 し込む先端部の断面が方形で一片1.8cmを測る。 3は全体に偏平で、横幅が広い。いずれも久損品

で全長は不明である。 4は くり込みが 1カ 所見られるが、残存部分が少なく全体の形状は不明である。

5は農具の柄 と思われる。断面はほぼ円形を呈 し

て基部での径は3.2cmを 測る。欠損のため全長は

不明である。表面は丁寧に削られてお り、使用痕

は確認できない。 6は農耕具の一部と思われるが、

残存部分が少なく、全体の形状は不明である。

Ocm

第24図  1区 トレンチ出土土器実測図

一-28-―



２

一̈　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【中

隠
脚
剛
‐‐――――
―‐‐―――‐‐‐―――‐
榔
‐‐‐‐―
―‐‐――‐‐――
‐
‐‐

‐‐‐‐―‐‐
円
棚
棚
‐‐‐‐‐‐‐脚捕常甲
つ
の
の
フ

一中̈

第25図 1区拡張調査区出土木製品実測図

迅

――

円
‐ヽ向
Ψ

Ｈ
‐―
　
脇
凹

ｒ

θ

一-29-一



2   匝至

・層序 (第23図 )

現在の耕作上、耕作基盤土 (黒褐色粘質土)の下は、1,2m厚さの白灰色粘土層、その下が固 くし

まった淡褐色粘土である。白灰色粘土層以下は有機質等が全 く混 じっていない層で、地表面下 2m掘

り下げたにもかかわらずほとんど湧水がみられなかった。このことから、白灰色粘土層以下は扇状地

が形成される以前から存在した古い基盤の層と思われる。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

出土しなかった。

3 区 (第23図 )

・層序

現在の耕作基盤上の下約1.6mで厚い植物遺体層に達する。その上に南下がりの粗砂層、掲色粘質

土、粗砂層が堆積し、その上には濁褐色細砂層、淡褐色砂質土層がほぼ水平に堆積している。その上

には現在の耕作基盤土まで厚さ約 lmの灰褐色粘質上が堆積 していた。

このトレンチは湧水が著しく、特に下方での細かい分層はできなかった。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

出土しなかった。

10 区

・層序 (第27図 )

調査区西狽1の トレンチを観察すると、最下層の北側約10mは 9区から続く湧水角礫層である。角礫

層の直上に堆積した褐色砂質土中には若千九みを帯びた角礫が多く含まれていた。溝S D03は 崩落の

ために壁面でのセクションは記録できなかったが、第31図の状況とほぼ同様である。溝S D03よ り南

側では、湧水層は粗砂層に変化している。粗砂層の上は、基本的にはやや粘質の灰褐色砂質上、しま

った薄灰褐色砂質上、薄灰褐色砂質土、褐色砂質土と堆積し、その上が現在の耕作基盤土、耕作土に

なっている。ただし、溝 S D03の南側約8m弱の範囲では褐色砂質土上に弥生土器片を包含する濁灰

褐色砂質土が堆積していた。ここで出上した弥生土器片は、数が少なく風化が著しい小片ばかりであ

ったため、時期確定には至らなかった。この濁灰掲色砂質土層は東方では徐々に薄くなり、調査区中

央付近では消滅している。

・遺構

耕作基盤土直下の褐色砂質土層上面で、東南一北西方向の上器を多量に含んだ幅約 2m弱の黒色土

―-30-―



の帯、溝S D03を 検出した (第29。 30図 )。

溝の流れの方向は不明である。セクションで溝の断面を観察したところ (第31図 )、 底がやや平坦

なV字形をしており、人工的に掘削された溝であることがわかった。下方では砂層と粘質土層の重な

り合いが見られ、かなり流速があったものと推察される。下方の主として砂層中からは弥生時代後期

を中心とする土器片 (第33～ 35図 )が出上した。上方に堆積した濁黒灰色粘質土は明らかに滞水の痕

跡であり、溝に水がよどんでいた時期があったことを示唆している。濁黒灰色粘質土層から出土した

土器は風化が著しくて取り上げ不可能な個体が多かったが、そのほとんどが完形をとどめる古墳時代

前期の上師器 (第32図 )であつた。

x多-63040

x==-63030

x==-62950

x==-62940

x_-63000

x_-62930

xデー62990

x==-62920

十

第26図

キ       |

0___     10m

10～ 12・ 14・ 15区遺構配置図

-31-

３

ヨ

州

引

乱

州

製ゝ

型
一ゝ

一

x=-62980

キ

Ｏ
　

Ｏ

ｏ
　

Ｏ

ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
　

や

９

峰



10区西壁
①耕作土
②灰色粘質土

8擢詈霰詈望
質土 (弥生包含)

⑤礫混褐色砂質土
⑥灰掲色砂質土
⑦細砂

⑩しまった電侯著目蒜質土
⑫粗砂
⑬砂混じりの礫

11区西壁
①耕作土
②灰色粘質土

8娼匿霰豊望
質土 (弥生包含)

⑤濁褐色砂質土
⑥しまった濁掲色砂質土

⑦薄灰色粘土
③灰色粘土
③濃灰色粘質土
⑩しまった褐色砂質土

冦払衰昌奈f灰褐色砂質土

①耕作土
②灰色粘質土
③掲色砂質土

8挟痛E亀蟹髭色砂質土
⑥褐色粘質土

屠しま:た播雹黒警Ξ
土

12区西壁

9                    1m

第27図 10～ 12区土層断面図



①耕作土
②淡灰色砂質土
③灰色粘質土
④褐色砂質土
⑤濁灰褐色土
⑥灰色砂質土
⑦しまった灰褐色砂質土

①耕作土
②灰色粘質土
③淡灰色粘質土
④褐色砂質土
⑤多礫混褐色砂質土
⑥礫混褐色砂質土
⑦灰色砂質土
③灰褐色砂質土
③灰色砂
⑩礫混砂

⑪l少

⑫粗砂
〇砂混じりの灰褐色砂質土
①しまった褐色砂質土
①褐色砂
〇礫
⑦しまった灰褐色砂質土

0                       4m

第28図 14・ 15区土層断面図
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第29図 10区遺構検出状況
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以上のことから、溝S D03は 弥生時代後期に集落の近くに掘られ、砂や粘質上の堆積によって浅く

なりながらも古墳時代前期まで利用され続けてきたものといえよう。ただし、その中間であまり土器

を包含しない堆積層が存在することから、一時的に集落が10区付近から遠ざかった時期があつたのか

もしれない。

0-上層出土土器片
○…下層出土土器片

5m

第30図 溝SD03遺物分布図

1050m

①濁黒灰色粘質土
②濁灰色粘質土
③灰色砂
④砂を多く含む灰色粘質土

⑤炭を多く含む灰色粘質土 ③赤掲色粗砂
⑥砂を含む灰色粘質土   ⑩灰色粘土

⑦灰色粘質土       ①灰色粘質土

③やや濁った灰色粘質土  ⑫淡褐色砂質土

第31図 溝SD03埋土土層断面図
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さて、ここで注目したいのは、水田基盤土を除去したレベル、つまり非常に浅いレベルから古墳時

代前期の溝の底が検出されたことである。このレベルに溝の底面があるということは、当時の生活基

盤面はさらに高いレベルに存在していたはずであり、そのレベルは現在では削平されて残存 していな

い。このことを考慮すると、当初、弥生時代後期に溝S D03が掘削された時期には今回の調査で確認

したよりもさらに深い溝であったと考えられる。また、古墳時代前期の遺物の出土状況から、生活遺

第32図 清SD03上層出土土器実測回

一-36-一
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第3,図 溝SD03下層出土土器実測1図 (1)

Ocln
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第34図 溝SD03下層出土土器実測図 (2)
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第35図 清SD03下層出土土器実測図 (3)

10区包含層出土土器実測図
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第37図 11区遺構検出状況
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第38図 Pl出土土器実測図

跡が周辺にあったことはほぼ間違いないと思われるが、その遺構

面は後世の削平によってすでに失われてしまってお り、現在では

検出不可能な状況であると断定してよいであろう。古墳時代前期

における10区付近の標高は現在の標高よりも高かったようである。

・遺物

溝 S D03上層からは弥生時代末～古墳時代前期の土師器が出上し、器種には壷、甕、小型九底壺、

郭、低脚郭、器台があった (第32図 )。 下層では弥生時代中期末～後期の上器が出土し、器種には壼、

甕、注口土器、高杯があった (第38～ 35図 )。 ここで興味深いことは、前年度に調査を実施した溝 S

D01か ら出土した注目土器片がここの下層から出土した注口土器 (第35図 7)と接合したことである。

このことによって、溝S D01と 03の下層は同時期に存在したことが判明した。包含層からは、弥生土

器の底部、古墳時代後期の須恵器蓋郭が出上した (第36図 )。

個々の上器の詳細については、後買の土器観察表に記載する。

11 区

・層序 (第28図 )

調査区西側 トレンチの観察では、北側半分は北接する10区 と基本層序はほぼ同様である。10区 との

境界線から約 1～ 3m南で耕地整理以前の用水路やあぜ道の痕跡を検出した。褐色砂質土上面から掘

り込まれているが、杭が残存しているほか埋土がしまっていないことから、時期は不明ながら、耕地

整理直前かそれより若千古い時期のものと思われる。南側半分の層序はより単純になり、湧水粗砂層

の上にしまった褐色砂質土、褐色砂質土

と堆積 し、その上が現在の耕作基盤土、

耕作土となっている。

a a

1050m

へ

▼

氏

0                                    」m

第39図 P2土器出土状況

Ocm

第40図  P2出土土器実測図
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・遺構

10区 と同様、耕作基盤土直下の褐色砂質土上面で、溝S D04の ほか、多くのピット、土坑を検出し

た (第37図 )。

溝 S D04は 南東一北東方向を向いており、10区 の溝 S D03と ほぼ並行していた。断面はほぼU字状

で、非常に浅く、北東ではさらに浅 くなって調査区内で消滅していた。埋土は灰色砂質土層 1層 で、

弥生土器または土師器と思われる微小片を若千含んでいた。10区 で検出した溝S D03の例から考える

と、溝S D04が掘られた時′点では地表面が現在の遺構面より高く、現在では旧地表面が掘削されて消

滅し、溝の底部分のみが遺構として残存していると考えた方が自然であろう。これらのことから、溝

S D04は S D03の 後半期と同時期に存在しており、その時期は古墳時代前期と考えてよいかもしれな

ヤヽ。

ピットは多数検出した。褐色砂質土上面で平面プランを確認したもので、埋土はいずれも褐色砂質

土がやや濁った程度のものである。平面プランはわかりやすかったが、底の見極めが非常に困難であ

った。ピットは堀立柱建物を構成していたと思われるが、部分的には方向性が観察できるものの、建

物を復原することはできなかった。これらのピット群の中で、Pl中からは土師器の杯 1点の大きめ

な破片が、溝S D04を 切って掘られているP2の底からは、完形の須恵器の杯 1点が上を向いた正位

置で出土した (第38図 )。 P2の上器の出土状況は、何らか意図をもって故意に埋納された状況と思

われる。したがって、これらのピット群が掘られた時期は、全てがそうでは無いにせよ、4世紀と6

世紀後半のものが混在していると考えてよいであろう。
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第41図 南西角土器集中部分出土土器実測図
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調査区の南西角には土器が集中して出土する場所があり、そのレベルは大半が褐色砂質上の上面で、

一部が褐色砂質土に若干埋まり込んでいた。土器は須恵器と土師器が中心で、 6世紀後半から7世紀

前半が大半を占めていた。ただ、そこで出土 した土器はいずれも小破片で、二次的な破砕、たとえば

耕作時の鍬先による損傷のような痕跡を顕著にとどめてお り、原位置を大きく動かされていることは

明らかであった。遺構平面プラン検出面に焼土や炭等が存在 しなかったことから、 6世紀後半の遺構

面は、現在の耕作基盤土よりも高いレベルに存在 し、すでに削平されたものと考えられる。

土坑は 2カ 所検出した。直径はどちらも約 lmで、深さは約80cmを 測る。 S K02か らは弥生土器

とも土師器とも判別がつかない土器の極小片 1点が出土 した。

・遺物

Plか ら出土 した土師器の杯 (第38図 )は、低脚郭の脚部を外 したような皿状の変わった形状を呈

している。P2か ら出土 した須恵器の郭 (第40図 )は完形品である。

南西角から集中して出上 した土器 (第41図 )は 、前記 したとお りすべて二次破砕を受けてお り、い

ずれも小片で残存状況は非常に悪かった。種類、器種をあげると、弥生時代の甕と古墳時代後期の須

恵器の蓋杯、高杯、土師器の甕、把手のほか、白磁、柱状高台付郭、土師皿がある。土器の時期幅は

広 く、最 も古いものは弥生時代後期、最 も新 しいものは12世紀前後であるが、古墳時代後期の上器が

大半を占めていた。

個々の土器の詳細については、後頁の上器観察表に記載する。

12 区

・層序 (第28図 )

調査区西側の トレンチでは、下から湧水粗砂層、褐色粘質上、灰褐色砂質上、一部濁褐色砂質上、

淡褐色砂質土と堆積 しており、淡掲色砂質土層上面で遺構が検出された。淡掲色砂質土層の上は現在

の耕作基盤土である。北接する11区 と比較すると、湧水粗砂層までの深さが若干深 くなっている。

。遺構

11区 と同様、耕作基盤土直下の掲色砂質土上面で多 くのピット、土坑 1カ 所、第11区 で検出した溝

S D04の南東端部を検出した (第43図 )。

ピットの埋土には、やや濁つた褐色砂質土 と焼土片や戊を含む濁掲色砂質上の 2種類があり、後者

は大型の掘立柱建物 S B01(第44図 )を構成 している。S B01は調査区内におさまっていないため明

確な規模は不明であるが、小さくても梁間 2間 ×桁行 3間の堀立柱建物である。柱間は心心距離で約

2.4mを 測 り、柱穴は直径40cm強、深さは45cm前後を測 り、柱穴埋土はえや焼土片 を多 く含んだ濁

´
  2

1 0cm

第42図  11区包含層出土土器実測図
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第43図  12区遺構検 出状況図
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褐色砂質上である。ただし、深さについては後世の遺構面削平を含めて考えなければならないであろ

う。というのは、柱穴埋土は前記したとおり焼土片や炭を多く含む濁褐色砂質土であったのに対 し、

プラン検出面ではえや焼土片等が一切見られなかったためである。建物の主軸はN-62° 一Eを 指向

している。共伴する遺物は特定できず、時期は不明である。

S B01以外にも部分的に方向性のあるピットがみられたが、明確な建物を復原することはできなか

った。ただ、12区南寄りのピットでは埋土中に焼土片や炭を多く含んだしっかりしたものが散在して

おり、S B01と 同時期の掘立柱建物を構成するものであるかもしれない。12区東西の調査区外には、

掘立柱建物S B01に類する建物が複数建てられていた可能性が高い。

Luoo l,

11.00m

第44図 掘立桂建物SB01検出状況図
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12区北西部には、11区南西から続くような状況で土器や自然石が集中して出土する場所が存在 した

(第47図 )。 土器のレベルは褐色砂質土上面が大部分を占めており、一部が褐色砂質土にやや埋まり込

む位置であった。土器の種類は須恵器と土師器で、6世紀後半から7世紀前半の間におさまるものと

思われる (第48図 )。 破片を観察したことろ、若干高杯の割合が高いような印象を受けた。これらの

上器片は11区南西から出土した土器と同様、いずれも小片で二次的な破砕を受けており、原位置を保

つものとは考えられない。

土器が集中して出上した場所の東側では、直線状に列んだ小さなピットを検出した。性格は不明で

あるが、埋土は耕作土に近い灰色粘質± 1層のみであったことから、稲を現地で天日干しするための

杭 (ハ デ)跡の可能性が高い。

性格不明の遺構S X01(第45図 )は、不整形な角丸方形で、長さ2.3m、 最大幅0。 4m、 深さ6cm

前後を測る。埋土は灰色砂質± 1層で非常に浅い。出土遺物はすぐ南に広がる土器集中部分の土器と

区別がつかないような状態であることから、単なるくば地であったのかもしれない。

・遺物

性格不明の遺構S X01か ら古墳時代後期の須恵器および土師器の把手部分が出土した (第46図 )。

土器が集中して出土した場所からは、古墳時代後期の須恵器多数が出上し (第48図 )、 5の ような

若千新しい時代の須恵器も含まれていた。土師器の破片も多く出土したが、図面化できる破片はなか

った。土器片は、11区 と同様いずれも二次的な破砕の痕跡がみられた。

包含層からは、古墳時代後期の須恵器片多数が出上したほか、土師皿、土垂が出上した (第49図 )。

個々の上器の詳細については、後頁の土器観察表に記載する。

石器も比較的多く出上しており、第50図 1～ 3は黒曜石の剥片、4は敲石の一部である。

9                  1m

第45図 不明遺構SX01実測図

Ocm

第46図 不明遺構SX01出 土遺物実測図
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第49図 12区包含層出土土器実測図
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14 区

。層序 (第28図 )

西側 トレンチを観察したところ、最下層の湧水粗砂層の上にしまった灰褐色砂質上、灰色砂質上、

濁灰褐色砂質土、淡褐色砂質上、淡灰色粘質土と堆積しており、その上が現在の耕作基盤土、耕作土

となっている。

現在の耕作基盤土直下の淡灰色粘質土は12区以北の調査区ではみられなかった層で、現在の水田よ

0   °°
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0
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0
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ま瑠
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焚火状炭の広がり

00

O°

○…弥生土器片

0                                         10m

第51図 14区弥生土器分布状況図

-49-



りも古い時期の水田耕作土と考えられる。時期は不明である。その下の褐色砂質土上面は12区では振

立柱建物が存在した層であるが、ここではその続きは検出できなかった。さらに下の濁灰褐色砂質土

は弥生時代後期の上器片を含む層である。

・遺構

12区で検出した褐色砂質土上面から掘り込まれた遺構は検出できなかった。

褐色砂質土層下の濁灰褐色砂質土中からは風化が著しい弥生土器片が多く出上し (第51図 )、 この

遺物包含層の半ばからは焚き火の痕跡状に炭の広がりを検出した。焚き火跡のレベルが生活面になっ

ていた時期があることがわかったが、焚き火痕跡に伴う炭の上下レベルには10cm近 い幅があり、降

3

＼＼ 7

0                       1 0om

＼`
8

第52図 14区濁灰褐色砂質土出土弥生土器実測図
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雨等で粒子の細かい遺構面が少 しずつ動いたものと考えられ、明確な遺構面をとらえることはできな

かった。濁灰褐色砂質土を除去 して、灰色砂質土上面でも再度精査をおこなったが、遺構を検出する

ことはできなかった。

・遺物

濁灰掲色砂質土中から弥生土器の微小片が多数出上 した (第52図 )。 風化が著 しい ものがほとんど

であるが、17のみは土器片が多量に出土 した場所からは若干離れた場所から出上 した、残存状況良好

な大きめの破片である。高台のついた壺 と思われる。外面底部付近は縦方向のヘラミガキで上方は縦

方向のハケメ、内面は丁寧なヘラミガキが施されている。調整の観察が困難なのもがほとんどである

ため、時期判別は難 しいが、形態から中期末～後期初頭におさまるものと思われる。

遺物包含層中からは古墳時代後期から中世の上師椀までの幅広い時期の上器が出上 した (第53図 )。

割合的には古墳時代後期の須恵器が多かったようである。

個々の上器の詳細については、後頁の上器観察表に記載する。

15 区

・層序 (第28図 )

意宇川の氾濫原であつた状況が顕著に観察できる土層である。

ほぼ中央の12m幅については、ところどころに砂層を挟む角礫層が標高10.5mと いうかな り高いレ

ベルまで南北方向に山なりに堆積 していた。この角礫層が最 も古い堆積で、その後に北側、南側で角

礫層が浸食されて堆積作用がおこなわれたと思われる。角礫層北側の層が南下が りであることから、

浸食および堆積作用がおこなわれた時期の意宇川の一支流は15区 では西から東側に向かって流れてい

たと考えられる。

全面に見られる層は褐色砂質土層から上の層である。掲色砂質土層は角礫層 と南北の堆積土層がほ

ぼ同じレベルで水平になった時点で堆積 したことになり、この上層堆積状況は非常に不自然である。

｀ ( 11

丁氏

第53図 14区包含層出土土器実測図
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第54図  15区遺構検出状況図
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褐色砂質土層上面は人為的な削平を受け、その上に褐色砂質土層以上の層が全面に堆積したものと思

われる。

・遺構

褐色砂質土層下面の角礫層および灰褐色砂質土層上面に掘り込まれた溝 4条 とピット8カ 所、土坑

1カ所を検出した (第54図 )。

溝 S D05は、西―南東方向に若千カーブする溝で、幅約1.4m、 深さ0。 2mを測る。溝の流れの方向

は不明である。セクションを観察すると (第 55図 )、 角礫層上面および一部灰褐色砂質土層上面から

掘られており、断面は緩やかなU字状を呈している。最下層には灰色粘質土が堆積しているが、その

上には礫を含む砂層が堆積しており、ある程度の流速があったものと判断された。遺物は主に礫を含

む砂層中から出上した。遺物は土師器片が中心であったが、須恵器片と黒曜石の剥片も含まれていた。

時期判別可能な出土遺物の中で最も新しいものは6世紀初頭の須恵器であつたことから、S D05の時

期は6世紀初頭もしくはそれ以降と考えたい。

溝 S D06は 、西―東方向を指向する細い溝で、灰褐色砂質土層上面から掘り込まれており、幅0.6

m、 深さ0。 lmを測る。埋土は砂層 1層で、遺物は出土しなかった。調査区東側では、この溝の南側

に沿って列をなした、直径10cm強 の抗跡とも思える小さなピット8カ 所を検出した。溝 S D06に 関

連するものと思われるが、性格は不明である。

・遺物

溝 S D05か ら、土師器片多数と須恵器片 2点、土製品 1点が出土した (第56図 )。 土師器は小片が

多 く、図面化できるものは少なかった。4は手づくねで作られたような不整形な高杯の脚で、外面に

はヘラで2段に鋸歯文が描かれているが、見方によっては菱形を意識して描かれたとも思われる。5、

6は高杯の郭と脚である。7は棒状土製品で、欠損しているため原形は不明である。時期がわかる遺

物は少量であるが、概ね古墳時代中期末と考えてよいであろう。

遺物包含層中からは、縄文時代末の突帯文土器から中世の上師皿まで幅広い時期の上器が出上した。

割合的には奈良～平安時代初頭の須恵器が多かったようである (第57図 )。

個々の上器の詳細については後頁の土器観察表に記載する。

1100m

①灰色粘質土  ⑤灰色粘質土
②掲色砂    ⑥淡灰色粘質土
③礫を含む灰色砂 ⑦濁淡灰褐色砂質土

④灰掲色粘質土 ③淡灰褐色砂質土

③礫を多く含む淡褐色砂質土
⑩礫を多く含む灰褐色砂質土
⑪淡褐色砂質±    0

第55図 清SD05埋土土層断面図
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土 器 観 察 表

挿図番号 種類 器種 法量に0 胎  土 焼 成 色  調 調整・手法の特徴等 備  考

32図 -1 土師器 甕
回径

(140)

0 5mv前後の砂

粒を多く含む
良好

外

内
淡黄褐色

淡黄褐色

外

内

ナデ(風化)

ナデ、ケズリ(風化)

32図 -2 土師器 甕
回径(105)

残存高 87
lmm前 後の砂

粒を含む
良好

外

内
淡橙色

淡橙色

外

内
ナデ(風化)、 口縁部ナデ

ケズリ

32図 -3 土師器 甕
回径

(136)

0 5mm以下の砂粒
をわずかに含む

良好
外

内
淡橙褐色

淡橙褐色

外

内

ナデ、ハケメ
ヘラケズリ

32図 -4 土師器 甕
回径

(164)

lmm以 下の砂
粒を含む

良好
(外)白褐色～灰色(内)

自褐色(断)淡茶灰色

外

内

ナデ

ナデ、ケズリ

32図 -5 弥生 (底部)

底径

(80)

砂粒を多く含
む

良好
(外)淡灰色～灰色(内 )自

協色(断)白褐色～淡灰色

外

内

ミガキ
ハケメ

32図 -6 土師器 甕
日径(97)顕径(3

8),「最大径(1181

lmm程 度の砂
粒を含む

良好
(外 )自橙淡楊色(内 )白橙

淡褐色(断 )自橙淡褐色

外

内
ナデ、ハケメ

ナデ、ケズリ

32図 -7 土師器 甕
口径

(95)

lmm程 度の砂

粒を含む
良好

(外)白橙灰色(内 )白

橙灰色(断 )白橙灰色

外

内 ケズリ

デ

一ア

ナ

ナ

32図 -8 土師器 甕
口径(98)

頸径(83)

0 5mm以下の砂

粒を多く含む
良好

(夕十)灰褐色～自楊色(内 )灰

褐色～白褐色(断)淡灰褐色

外

内
ナデ、ハケメ

ナデ、ケズリ、指頭圧痕

32図 -9 土師器 甕
回径 98
顕径 81

1～ 1飾程度の長石、駄

他砂粒をまばらに含む
良好

(外 )明橙褐色(内 )明

橙褐色(断 )明橙褐色

俳
後ノ

ナデ、肩部刺突文、胴部ナデ

ケメ(内 )ナ デ、ケズリ

32図 -10 土師器 甕
口径

(112)

0 5mm以下の秒粒
をわずかに含む

良 好
外

内
淡橙色

淡橙褐色

外

内
ナデ(風化)、 ハケメ

ナデ、ケズリ

32図 ―H 土師器 甕
口径

(124)

0 5mm以下の砂

粒を多く含む
良好

外

内

淡黄白褐色

淡橙灰色

外

内

ハケメ
ハケメ、ヘラケズリ

32図 -12 土師器 (月同著b)
lmm以 下の砂
粒を含む

良
外

内
黄茶色

黄茶色

タテ方向にヘラ描き文有

(内 )ナ デ

32図 -13 土師器 皿
口径 89
器高245

0 5mn以下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )淡橙色

(内 )淡橙灰色

外

内

ハケ後ミガキ

ミガキ

32図 -14 土師器 郭
杯部径
(137)

lmm前 後の砂

粒を多く含む
良

外

内
淡橙色

淡橙色

外

内
風化
風化

全体の%程
度残存

32図 -15 土師器 郭
杯部径

(132)

lmm前 後の砂

粒を多く含む
良

外

内
淡橙色

淡橙色

外

内
風化

風化
%程度残存

32図 -16 土師器 低脚郭
日径(134)底

径36器高40

05～2mmの 砂

粒を多く含む
良好

外

内
淡橙褐色

淡橙白色

外

内

デ

デ

ナ

ナ

32図 -17 土師器 低脚杯
日径(134)底

径36器高44
lmm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外)橙褐色(内 )橙

褐色(断)淡橙色

外

内
風化

風化

32図 -18 土師器 低脚杯
口径(137)
脚接合部径
29底径42

密、lmm以下の砂

粒をわずかに含む
良好

(外)白褐色(内 )自

褐色(断 )白褐色

外

内

ハケ後ナデ、回縁端部1条沈線

ナデ

32図 -19 土師器 器台
杯部径102底

径(91)器台67

lmm前 後の砂

粒を含む
良好

(外 )淡橙色

(内 )淡橙色
(外)ヘ ラミガキ(内 )脚部ヘラケズ

リ、イ部内ヘラミガキ
円形透かし
3カ 所有

33図 -1 弥生 霊

回径

(344)

lmm以 下の砂
粒を多く含む

良好
(外 )白茶色

(内 )白茶色
(口縁部上面)10条 凹線、円形浮文、

刻目(外側・内側)(下面)ナ デ

33図 -2 弥生 士霊
顎径

(128)

Imm以下の砂粒帳拓、
石英)を多(含む

良好
(外 )淡茶色

(内 )淡茶色～淡灰色
外)ナ デ、貼付突帯2条

内)風化

33図 -3 弥生 霊
口径

(284)

2mm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外)橙褐色(内 )淡橙褐

色、一部スス付着黒色

外

内
風化、回縁端部1条凹線

風化

33図 -4 弥生 霊

口径

(290)

lmm以 下の砂

粒を含む
良好

(外 )黄白茶色(内 )黄

白茶色(断 )黒灰色
(外 )ハ ケメ、口縁端部ナデ・2条

擬凹線(内 )ハ ケメ

口縁部1/6
周程度残存

33図 -5 弥生 一霊
口径

(248)

lmm前 後の砂

粒を多く含む
良好

(外 )淡橙灰色

(内 )淡灰褐色
外)風化
内)風化

33図 -6 弥生 霊

口径

(402)

lmm前 後の砂

粒を含む
良好

(外 )淡黄楊色(内 )抜

黄褐色(断 )淡黄褐色
(外 )ナ デ、ハケメ、口縁端部3条

擬凹線(内 )ハ ケメ

33図 -7 菰生 霊

口径

(167)

lmm前 後の砂
粒を含む

良好
(外 )黒褐色

(内 )橙褐色
(外 )タ テ方向のミガキ、口縁端部

3条擬凹線(内 )ナ デ(風化)

口縁部1/8
周程度残存

33図 -8 弥生 一宣
口径

(178)

inI前後の長石、石

英、他砂粒を含む
良好

(外 )自橙灰色(内 )白

灰色(断 )白橙灰色

外

内

口縁端部3条擬凹線
ナデ

34図 -1 弥生 奏
回径

(176)

2mm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )淡橙灰褐色

(内 )淡橙褐色

外

内

風化

風化

34図 -2 弥生 甕
口径

(170)

0 5nm前後の砂

粒を多く含む
良好

外

内
淡橙灰色

暗灰橙色

外

内

ヨコナデ

ヨコナデ、胴都ケズリ

34図 -3 殊生 奏
口径(路 6)

顎径(214)

1～ 15剛程度の長石、石

英、他砂泣を多く含む
良好

(外 )自 黄褐色(内 )白

黄褐色(断 )自 黄褐色

外

内
ナデ、回縁端部1条凹線

ナデ(風化)、 ケズリ
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34図 -4 弥生 奏
回径

(180)

lmm以 下の砂

粒を含む
良好

(外)灰掲色、スス付
着(内 )灰褐色

(外)ナ デ、回縁端部4条擬凹線
(内 )ナ デ、胴部ケズリ

口縁部4 cm

程度残存

34図 -5 弥生 甕
口径

(134)

lmm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )淡橙色(内 )淡

橙色(断 )黒色

外

内
ナデ、口縁端部3条擬凹線
ナデ

34図 -6 弥生 甕
口径

(168)
細砂を含む 良好

(外)白灰褐色(内 )自

褐色(断 )淡灰色

外

内
風化、回縁端部1条 凹線
風化

34図 -7 弥生 甕
回径

(196)

lmm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )淡橙色

(内 )淡橙色

外

内
ナデ、口縁端部4条擬凹線
胴部ケズリ

口縁部1/10

程度残存

34図 -8 弥生 甕
口径

(268)

1～ 1 2mm程 の砂
粒を多く含む

良好
(外 )明橙灰色～沸橙灰色(内)淡

倣g腑明撤色～朧胞

外

内
風化、回縁端部3条擬凹線
風化

34図 -9 弥生 甕
口径

(258)

1～ 2mmの砂粒
を多 く含む

良好
(外 )淡橙褐色(内 )淡橙褐

色、一部スス付着

外

内

ハケメ、回縁端部4条擬凹線
ナデ、ハケメ、ヘラケズリ

34図 -10 弥生 甕
釣

％

径

径

日

顕

1～ 2mI程の長石、石英、

他砂粒を多く含む
良好

(外)白橙色(内 )白 橙
色(断)白橙色

外

内
ナデ、回縁端部4条擬凹線
ナデ、ケズリ(風化)

34図 -11 弥生 甕
顎径

(126)

lmm以下の砂粒
をやや多く含む

良好
(外)淡灰色(内 )淡灰
色～淡灰肌色

(外 )ナ デ、貝殻による擬凹線、波状紋
(内 )顎部～口縁ナデ、胴部ヘラケズリ

34図 -12 土師器 甕
口径

(151)

1 5mm以下の砂粒(長

石、石英)を含む
良好

(外 )淡褐色、スス付着

(内 )淡褐色～淡茶色
(外 )ナデ

(内 )頸部～口縁ナデ、胴部ヘラケズリ

34図 -13 土師器 甕
回径

(160)

lmm以 下の砂
粒を多く含む

良好
(外 )淡橙灰色、一部ス
ス付着(内 )自橙色～自
橙灰色(断 )自橙灰色

外

内

ぉア
デ

ナ

ナ

34図 -14 土師器 甕
口径

(190)

lmm以 下の砂
粒を多く含む

良好
(外 )景灰色～自協色(内)自褐色
箭廠色～自褐色

外

内
デ
化

ナ
風

34図 -15 土師器 甕
口径

(202)
細砂を含む 良好

(外 )白褐色(内 )白

褐色(断)灰色

外

内

一ア
デ

ナ

ナ

34図 -16 土師器 甕
口径

(202)

5mm以 下の砂
粒を含む

良好
外

内
淡灰茶色

淡茶色
(外 )口縁部ナデ、顎部ハケ(内 )回縁
部ナデ、顕部ヘラケズリ、絞り痕有

34図 -17 土師器 甕
口径

(174)
密 良好

外

内
淡茶褐色

淡橙褐色
(外)ナ デ

(内 )ナ デ、ヘラケズリ

34図 -18 土師器 甕
回径

(166)

lmnl程 の砂粒、
細粒を多く含む

良好
(外)茶褐色、スス付着黒色

(内 )白褐色(断)灰色
(外 )ナ デ

(内 )ナ デ、ミガキ、ケズリ

34図 -19 弥生 甕
口径

(128)

lmm前後の砂
粒を含む

良好
(外 )灰白茶色

(内 )灰白茶色
(外 )風化
(内 )ナ デ

回縁部のみ
4rm程残存

35図 -1 弥生 (1同菩卜)

1～ 2mmの砂粒
を多 く含む

良好
(外 )淡橙色

(内 )淡橙色

外

内
綾杉文(風化 )

ナデ

35図 -2 殊生 (月同吉呂)

lmm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )白協色～茶褐色、一部スス

付着景也(内 )灰色(断)白楊色

外

内
全面に文様有
ケズリ

35図 -3 弥生 (胴部)

1～ 2mmの砂粒
を多 く含む

良好
(外 )灰褐色

(内 )灰褐色

外

内

1楕 円形の文様、2条凹線
Iケ ズリ

35図 -4 弥生 (月同音Б)

1 2Tn程 の石夷、他砂粒

(茶～橙色の砂粒)を含む
良好

(外 )自燈色、一部淡橙色(内)

自橙色(断)自澄色～淡灰色

外

内

ハケメ、連続刺突文
風化

35図 -5 弥生 (】同吉b)
lmm以 下の砂
粒を含む

良好
(外 )白茶色

(内 )白茶色

外

内
凹線、刻 目

ケズリ

35図 -6 弥生 (肩部)

lmm程 の砂粒
を含む

良好
(外 )白褐色(内 )白

褐色(断 )灰色
(外 )突帯に連続圧痕文
(内 )指頭圧痕

35図 -7 弥生 注目土器
1～ 2mmの砂粒
を多く含む

良好
(外 )淡橙色

(内 )白灰橙色

外

内

ハケ後ナデ(風化)

ケズリ
把手有

35図 -8 弥生 高郭
回径

(200)

lmm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )白橙淡灰色(内 )自

橙淡灰色(断 )灰色
(外 )風化

(内 )風化

35図 -9 土師器 高 郭
口径

(114)

lmm以 下の砂
粒を含む

良好
(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

外

内

ナデ
ヘラケズリ

35図 -10 土師器 高郭
口径

(188)

lmm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙掲色

外

内
月託化
,冨Кイと

35図 -11 土師器 高郭
底径

(118)

lmm以下の長石、石入
他砂粒を多く合む

良好
(外 )明橙色(内 )明橙色～

濁橙色(断 )濁橙色

外

内
風化、裾部1条沈線
ケズリ、風化

35図 -12 土師器 低脚イ
口径

(167)

1～ 1 2mm程 の

砂粒を含む
良好

(外)白橙淡灰色(内 )白橙淡灰
色(断)自橙淡灰色

外

内
風化
風化

35図 -13 弥生 小型壺
回径

(87)

lmm程 の砂粒
を多く含む

良好
(外)淡灰褐色(内 )淡

灰褐色(断)灰色
(外 )風化

(内 )風化

35図 -14 弥生 (胴部)

胴最大
径(104)

密、lmm以下の砂
粒をわずかに含む

良好
(外 )灰褐色(内 )灰褐色ヽ
暗灰色(断 )淡灰褐色

(外 )胴部上方3条 凹線、上下に

連続羽状文(内 )ケズリ

35図 -15 弥生 (把手)

lmm前 後の砂
粒を含む

良
(外)灰黒褐色

(内 )灰黒褐色
(外 )ナ デ 先端を欠く
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35図 -16 弥生 (底部)

底径
(40)

inm以下の砂北を多(含

み、2～鏑の砂粒を含む
良好

外)淡白橙色～明橙色

内)灰色(断 )淡灰褐色
外)ハ ケメ

内)ハ ケメ、指頭圧痕

底中央に穿
子し

35図 -17 弥生 高郭 購
囲

05～ lmmの砂
粒を多く含む

良好
外)淡橙褐色

内)暗灰橙色
外)ナ デ

内)ナ デ

35図 -18 弥生 (底部)

底径

(64)
密、lmm以 下の

砂粒を少し含む
良好

(外)白協色～暗灰色(内 )自

灰色～暗灰色(断 )淡灰色
外)ナ デ、底部ナデ

内)ケ ズリ後ナデ

35図 -19 弥生 (底部)

底径

(76)

lnm以下の砂

粒を含む
良好

(外)灰褐色(内 )灰

褐色(断 )灰掲色
外)ハ ケメ

内)ケ ズリ

35Eコ ーー20 弥 生 (底部)

底径

(54)

2mm前後の石英、

他砂粒を多く含む
良好

(外 )灰褐色～淡褐色

(内 )淡褐色(断 )淡褐色
外)ケ ズリ

内)ハ ケメ

35図 -21 弥 生 (底部)

底径

(109)

lmm程 の砂粒
を多く含む

良好
(外)淡灰色～暗灰色(内 )自

褐色(断)淡灰色～白楊色
外)ケ ズリ後ナデ、底部風化

内)ケ ズリ

35図 -22 弥 生 (底部)

底径

(84)
2mm前 後の砂
粒を多く含む

良好
(外 )淡黄Fk色、一部スス

付着黒色(内 )淡橙褐色
外)ナ デ

内)風化

35図 -23 弥生 (底部)

底径
(88)

1～ 1 5mm程 の

砂粒を含む
罠好

(外)自橙褐色(内 )自灰色

(断)自橙楊色～自灰色
外)風化
内)ケ ズリ

35図 -24 弥生 (底部)

底径

(120)

15～ 2mmの砂粒及
び細粒を多く含む

良好
(外)灰色～晴灰色(内)自褐

色(Vl)自褐色～淡灰楊色
外)ハ ケメ、底部ナデ

内)ケ ズリ

36図 -1 弥生 (底部) 解
能

15～2mm程の砂
粒を多く含む

良好
(外 )茶灰色(内 )自 褐
色(断 )褐色～灰色

外)ミ ガキ

内)ケ ズリ

36図 -2 須恵器 蓋
器径

(104)

細粒をわずか

に含む
良好

外)灰色

内)灰色

外)回転ナデ

内)回転ナデ

36図 -3 須恵器 杯
径

径

百
Ｈ

碁́
Ｘ

１１

里

lmm以 下の砂

粒を含む
良好

(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

38図 土師器 不
口径126
器高 35

05～ lmmの 砂粒

をわずかに含む
良好

(外 )淡茶褐色、全体的ス

ス付着黒色(内 )淡茶揚色
外)ハ ケメ

内)ナ デ

40[コ 須恵器 不
回径
99 密 良好

外

内

灰色

灰色

外)ナ デ

内)ナ デ

41図 -1 殊生 甕
回径

(112)

0 7mm以 下の

砂粒を含む
良好

(外)灰褐色(内 )暗

灰色(断)灰褐色
外)ナ デ

内)ナ デ、ケズリ

41図 -2 須恵器 蓋
器径

(99)

lmm以 下の砂

粒を含む
良好

(外)灰色～淡灰色(内)

自灰色(断)自灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

41図 -3 須恵器 蓋
回径(120)

受部径(l11)

密、細粒をわ

ずかに含む
良好

(外)淡灰色(内 )白

灰色(断)白灰色
外)回転ナデ、回転ヘラケズリ

内)回転ナデ

41図 -4 須恵器 蓋
1～ 2mmの細粒を
わずかに含む

良好
外

内
灰色

灰色

外)回転ヘラケズリ後回転ナデ

内)回転ナデ後多方向の静止ナデ

ツマミ吉凸分
は後で貼付

41図 -5 須恵器
高台付

郭

lmm以下の砂粒(白
,黒

色)を わずかに含む
良好

外

内

灰色

灰色

外)下部糸切痕、糸切後回転ナデ

内)回転ナデ後静止ナデ

41図 -6 須恵器
高台付

杯

細粒をわずか

に含む
良好

外

内
灰色

淡灰色

外)回転ナデ

内)静止ナデ

41図 -7 須恵器 高郭
細粒をわずか

に含む
良好

外

内

黒灰色

灰白色
1外 )回転ナデ、ヘラ描きによる連

完文有(内 )回転ナデ

郭部のみ残
存

41図 -3 須恵器 高 杯
lmm前 後の砂
粒を少し含む

良好
外

内

灰白色

灰白色
ウト)回転ナデ(内 )回転ナデ、イ見
込部回転ナデ後静止ナデ

3方 向に透
かし有

41図 -9 須恵器 高J4N
Imm以下の砂粒(長石、
石英)をわずかに含む

良好
外

内
灰色

灰色

外)ナ デ、わずかにハケメ残る

内)ナ デ

41図 -10 須恵器 高lTh
lmm以 下の砂粒
をまばらに含む

良好
(外 )灰色(内 )淡灰
色(断 )淡灰赤色

外)回転ナデ

内)回転ナデ

3方 向に透
かし有

41図 -11 須恵器 高杯
lmm前 後の砂

粒を含む
良好

(外 )灰色

(断 )淡灰色
i外 )回転ナデ(内 )回転ナデ、杯部

利回転ナデ後静止ナデ

3方 向に透
かし有

41図 -12 土師器 甕
口径

(206)

lmm程 の砂粒
を多く含む

良好
('十)淡協色(内 )白灰褐色

(断 )白灰褐色～談灰褐色
外)ナ デ

内)風化

41図 -13 土師器 (把手)

lmm前 後の砂

粒を多く含む
良好

外

断
白黄橙色

白黄褐色
(外 )ナ デ

41図 -14 土師器 (把手)

lmm以 下の砂
粒を含む

良好
(外 )灰責色、
一部淡赤褐色

(外 )ナ デ

41図 -15 陶磁器 白磁
回径

(154)
緻密 良好

(外 )薄青白濁色(内 )薄

青白濁色(断 )緑灰白色
玉縁状口縁をもつ

回縁部 3 cm

程度残存

41図 -16 土師器
柱状高

台付皿
残存高
37

lmH以 下の砂泣
をわずかに含む

良好
外

内
淡白責色

淡白黄色
外)ナ デ、底部糸切痕跡

内)ナ デ

41図 -17 土師器 皿
底径

(64)

細粒(長石他)

をやや含む
良好

外

内
淡灰褐色

淡灰褐色
外)底部糸切痕
内)ナ デ
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42図 -1 須恵器 蓋
器径

(101)

lmm以 下の砂
粒を含む

良好
(外 )淡灰色、灰
色(内 )淡灰色

外)回転ナデ、回転ヘラ回転ケズ

,後ナデ(内 )回転ナデ
回縁部片

42図 -2 須恵器 郭
日経(11い

受部径(llll

lmH以下の砂粒
をわずかに合む

良好
(外 )灰色

(内 )灰色

外)回転ナデ

内)回転ナデ

42図 -3 須恵器 郭
日径(1081

受部径(m)

lmm前 後の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )灰色

(内 )灰色
外)回転ナデ、下部回転ヘラケズ

)(内 )回転ナデ

46図 -1 須恵器 杯
日径(96)

受部径(ツお)

lmm以下の砂粒(黒

色)をやや含む
良好

(外 )淡灰色

(内 )淡灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

46図 -2 須恵器 高郭
lmm前 後の砂
粒を含む

良好
(外 )灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

2方向に透か

し有

46図 -3 土師器 (把手)

lmm以 下の細
粒を多く含む

良好
外

内
白責褐色

白黄褐色
(外 )ナ デ

48図 -1 須恵器 雰
日 径(llll

受部径(η4)

lmm以 下の砂
粒をやや含む

良好
外

内
灰色

灰色

外

内
ア^
デ

ナ

ナ

48図 -2 須恵器 郭
日経(111)

受部径は望)

lmm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )淡灰色～灰
色(内 )淡灰色

外

内

ぃア

一ア

ナ

ナ

48図 -3 須恵器 杯
日 経(l10

受部径(llnl

0 7mm程 の砂粒
をわずかに含む

史好
(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

48図 -4 須恵器 郭
日経(102)

受部径徹M)
細粒を含む 良好

(外 )灰色

(内 )淡灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

1/6周程度残

存

48図 -5 須恵器 蓋
lmm以 下の砂
粒を少し含む

良好
(外 )灰色

(内 )灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

ツマミ部分は後か
ら粘土紐を貼付

48図 -6 須恵器 高杯
lmtn以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
外

内

色

色
灰

灰
外)回転ナデ

内)回転ナデ
脚%残存 2方

向に透かし有

48図 -7 須恵器 高杯
細粒を多 く含
む

良好
(外 )淡灰色(内 )淡灰

黄褐色(断 )自灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ
脚部3方 向に

透かし有

48図 -8 須恵器 高郭
細粒をわずか

に含む
良好

(外 )淡灰色

(内 )淡灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

2方向に透か

し有

48図 -9 須恵器 高杯
lmm以下の砂
粒を含む

良好
(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

2方向に透か

し有

48図 -10 須恵器 高杯
密、lmm程の砂粒
をわずかに含む

良好
(外)淡灰色(内 )白

灰色(LT)白灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ後多方向ナデ

2方向に透か

し有

48図 -11 須恵器 不
胴径

(107)

密

む

細粒を含
良好

(外)淡灰茶色(内 )淡灰色

(断)淡灰茶色～淡灰色
(外 )回転ナデ、回転ヘラケズリ

胴部1条凹線(内 )回転ナデ

48図 -12 須恵器
高台付
郭

底径
(76)

密、lmm以下の砂
粒をわずかに含む

良好
(外 )淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色

外

内
回転ナデ、高台端部凹線
回転ヘラケズリ

49図 -1 須恵器 蓋
口径

(114)
密 良好

(外 )灰色

(内 )灰色

外

内

デ

デ

ナ

ナ

49図 -2 須恵器 蓋
器径

(98)

細粒をわずか
に含む

良好
(外 )黒灰色(内 )

黒灰色(断)灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

49図 -3 須恵器 蓋
日径(110

受部径(ll〕

白色の細粒を
わずかに含む

や
良

や
不

(外 )淡灰色

(内 )淡赤褐色
外)回転ナデ、静止ナデ

内)回転ナデ

49図 -4 須恵器 郭
日 経(ツ0

受部径(160)

細粒をやや含
む

良好
(外)淡灰色～灰色

(内 )淡灰色～灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

49図 -5 須恵器 芥
日径徹y)

受部径(B4)

0 5mm以下の砂粒
をまばらに含む

良好
(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断 )淡灰色
外)回転ナデ

内)回転ナデ

49図 -6 須恵器 郭
日経(110

受部径(17)

0 5mm程 の砂粒
をまばらに含む

良好
(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色
外)回転ナデ
内)回転ナデ

49図 -7 須恵器
高台付
杯 離

７４
密 良好

(外 )灰色

(内 )灰色

外

内

デ

デ

ナ

ナ

49図 -8 須恵器 郭
口径

(104)
細粒をわずか

に含む
良好

(外)青灰色(内 )

青灰色(断 )灰色

外

外
回転ナデ

回転ナデ
口縁部片3 cln

程残存

49図 -9 須恵器 高郭
inm以下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外)黒灰色(半)、

淡灰色(半 )

外

内
回転ナデ

回転ナデ

2方向に透か

し有

49図 -10 須恵器 高郭
密、細粒をま
ばらに含む

良好
(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ後ナデ
脚部2方 向に

透かし有

49図 ―■ 須恵器 笠

口径

(104)

lmm以下の砂
粒を含む

良好
(外 )青灰色

(内 )青灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

口縁1/6周 程

度残存

49図 -12 須恵器 堕

口径

(132)
密 良好

(外 )灰色

(内 )灰色

外

内
ナデ

ナデ

49図 -13 須恵器
高台付
杯

底径

(102)

lmm以 下の砂
粒を少し含む

良好
(外)青灰色(内 )言灰色、高

台内濃灰色(断 )灰自茶色

外

内
回転ナデ

回転ナデ
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49図 -14 土師器 高イ
lmm前 後の砂
粒を少 し含む

良
外)白橙色

内)白橙色

外

内
風化
風化

杯見込部%残
存

49図 -15 土師器 (把手)

lmm前後の長石、石

英他砂粒を多く含む
良好

(外 )自黄褐色(内 )自

黄褐色(断 )明黄褐色
(外 ナ デ

49図 -16 土師器 (底部)

底径

(46)
密 良好

(外)淡灰褐色(内 )

茶褐色(断 )黒茶色

外

内
回転ナデ

)三К化

49図 -17 土師器 皿
口径(95)

)離90
長石微粒を少
し含む

良好
(外)白橙色(内 )白

橙色(断 )淡橙灰色

外

内
サ民化
風化

49図 -18 土製品 土錘
全長42
幅 19

長石、石英を

少し含む
良好

外)灰～黒色

黒斑)

(外 )ナ デつけ ほぼ完形

52図 -1 弥生 士霊
口径

(214)
細粒 を含む 良好

外)自 貨灰色～淡灰色
内)白 貨灰色 淡ヽ灰色
断)自賞灰色～淡灰掲色

外

内
ナデ、口縁端部斜格子文・刻目

斜格子文

52図 -2 弥生 甕
口径

(128)

05～ lmmの 砂

粒を多 く含む
良好

外

内
淡橙白色

暗灰色

外

内
ナデ(風化)

風化

52図 -3 弥生 甕
口径

(100)

1 5mm前 後の

砂粒を含む
良好

外

内
白橙色

自橙色
(外 )顎部外面ナデ、口縁端部2条

擬凹線、他風化(内 )風化

口縁部1/6周

程度残存

52図 -4 弥生 委
回径

(120)

lmm前 後の砂

粒を含む
良好

外

内
責白茶色

責白茶色
(外 )ナ デ、口縁端部2条 擬凹線、

文様有(内 )ナ デ

口縁部1/10周

程度残存

52図 -5 弥生 弩
回径

(127)
細粒をわずか

に含む
良好

(外 ,日茶色、日縁外回
淡褐色 スス付着(内 )

白本石ruFヽ 望匠4

外

内
ナデ、口縁端部3条擬凹線

口縁内面ミガキ

口縁部1/8周

残存

52図 -6 弥生 甕
口径

(130)

1～ 2mmの砂粒
を多く含む

良好
外)淡橙白色

内)淡橙白色

外

内
風化、口縁端部3条擬凹線

風化

52図 -7 弥生 甕
口径

(144)

1～ 2mmの砂粒
を多く含む

良好
外)淡橙褐色

内)淡橙褐色

外

内
ナデ、口縁端部3条擬凹線

ナデ、ヘラケズリ

52図-8 弥生 甕
口径

(151)

1～ 2mmの砂粒
を含む

良好
外)淡白橙色

外)淡白橙色

外

内

回縁端部2条擬凹線、他風化
風化

回縁部1/8残
存

52図 -9 弥生 甕
回径

(152)

密、0 5mm以 下の砂
粒をわずかに含む

良好
(外 )淡橙茶褐色

(内 )淡黄掲色

外

内
ナデ、口縁端部3条擬凹線

ナデ、ケズリ

52図 -10 弥生 甕
口径

(170)

15～ 2mm程の長石、石

英、他砂粒を多(含む
良好

(外)淡橙色(内 )

淡橙色(断 )灰色

外

内
ナデ(風化)、 口縁端部2条凹線

風化

52図 -11 弥生 甕
回径

(142)

lmm前後の砂
粒を多く含む

良好
外)淡黄白色

内)淡灰色

外

内
風化、口縁端部3条擬凹線

胴部ケズリ

52図 -12 弥生 甕
回径

(232)

1～ 3mmの砂粒
を多く含む

良好
(外)白橙茶色

(内 )白橙茶色

外

内
ナデ、回縁端部5条擬凹線
ケズリ(風化)

回縁部7 cln程

残存

52図 -13 弥生 高不
lmm以 下の砂
粒を含む

良好
外)淡橙褐色

内)淡橙褐色

外

内
6条擬凹線

風化

筒部3 cHl程 残
存

52図 -14 弥生 高杯
底径

(110)

lmm以 下の砂

粒を少し含む
良好

(外 )白褐色～灰色(内 )自

褐色(断 )Fk色～淡灰色

外

内

ミガキ後ナデ
ケズリ

脚 部

52図 -15 弥生 (底部)

底径

(62)
密、細粒をわ

ずかに含む
良好

(外 )橙色(内 )淡

橙色(断 )橙色

外

内
回転ナデ

ナデ

52図 -16 弥生 (底部)

底径

(185)

lmm以 下の細

粒を含む
良好

夕|)灰 褐色～自褐色
内)灰褐色～自褐色
断)灰 褐色～白褐色

外

内

ミガキ、ナデ
ハケメ

52図 -17 弥生 (底部)

底径

(128)

1 5mm以 下 の

砂粒を含む
良好

(外)橙也～褐色(内 )と襟也、
一部スス付着(脈)景灰色

(外 )上部ハケメ、下部タテ方向のヘ

ラミガキ(内 )ヨ コ方向のヘラミガキ
壷か ?

/周弱残存

53図 -1 須恵器 蓋
日経(8111

受部径(l11)

lmm弱 の砂粒を
わずかに含む

良好
(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断 )淡灰色

外

内
回転ナデ、回転ヘラケズリ

回転ナデ

53図 -2 須恵器 不
日径(11)

受部径(ツう)

lmm以 下 の砂

粒を少量含む
良好

(外 )淡灰色(内 )淡

灰色(断 )淡灰色

外

内
回転ナデ、回転ヘラケズリ

回転ナデ

53図 -3 須恵器 郭
日径(110

受部径(12)

lmm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )灰色

(内 )灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

53図 -4 須恵器 高台付杯
底径

(88)
lmm以 下の砂粒
をわずかに含む

良好
外)暗灰色

内)灰色

外

内
ナデ、底部糸切後ナデ

ナデ

53図 -5 須恵器 高台付杯
器径(157)

器高32

lmm以 下の細

粒を含む
良好

外)灰白色

内)灰白色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

1/8周程度残

存

53図 -6 須恵器 杯
口径

(105)

ln奇苛微サ涌朔笠・

細粒を含む
良好

外)濁灰色

内)濁灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

53図 -7 須恵器 高 郭
口径

(98)
細粒をわずか

に含む
良好

(外)黒灰色(内 )

黒灰色(断 )灰色
(外 )回転ナデ、3条凹線、クシに

よる連続刺突文(内 )回転ナデ
邦部片

53図 -8 須恵器 高 啄
1コm以下の砂粒
をわずかに含む

良好
外)濃灰色

内)灰色

外

内
回転ナデ

イ部内面多方向ナデ

3方 向に透か

し有

53図 -9 須恵器 高郭
lmm前 後の砂
粒を含む

良好
(外}灰具色、外面少し自

然釉かかる(断 )灰紫色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

2方 向に透か

し有
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53図 -10 須恵器 高杯
1～2mmの砂粒
を少し含む

良好
(外)灰色

(内 )灰色
(外 )回転ナデ(内)郭部回転ナデ後

多方向の静止ナデ

2方 向に透か
し有

53図 -11 土師器 高郭
lmm前 後の砂
粒を含む

良好
(外)明橙褐色(内 )

橙灰色(断)橙灰色
(外 )風化

(内 )絞 り痕
脚部

53図 -12 土師器 皿
底径

(58)
lmm以下の砂壮
をわずかに含む

良好
(外 )白橙茶色
(内 )白橙茶色

(外 )ナ デ、底部回転糸切痕 底%程残存

56図 -1 土師器 甕
口径

(140)

lmm前 後の砂
粒を含む

良好
(外 )橙色(内 )褐色～

黒褐色(断 )淡灰褐色
(外 )ナ デ

(内 )ナ デ

56図 -2 土師器 一霊
口径

(116)

lmm以 下の砂
粒を含む

ミ好
(外 )淡灰褐色(内 )淡

灰褐色(断 )淡灰褐色
(外)風化
(内 )風化

56図 -3 土師器 (胴部)

lmm程 の砂粒
を含む

良好
(外)自褐色(内 )白

褐色(断)白褐色
(外 )貝殻による連続刺突文
(内 )ケズリ

56図 -4 土師器 高郭

径

径

部

部

筒

裾

lmm未 満の砂
粒を含む

良好
(外)橙茶色

(内 )橙茶色
(外 )ナ デ、ハケメかすかに残る、外
面2段の山形文(内 )ナデ、指頭圧痕

脚部/弱残存 粗い
つくり、大き(歪む

56図 -5 須恵器 郭
器径

(163)

lmm以下の砂粒
をわずかに含む

良好
(外 )灰色

(内 )灰褐色

外

内
回転ナデ

回転ナデ
口縁部4 cm程

度残存

56図 -6 須恵器 高郭
細粒をわずか
に含む

良好
(外)灰褐色

(内 )灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

3方 向に透か
し有

56図 -7 土製品
細粒を少し含
む

良
(外)灰茶色

(断 )橙茶色
(外 )ナ デ

(内 )ナ デ

57図 -1 縄文 深鉢
lmm前 後の砂
粒を含む

良
(外)黒褐色

(内 )黒褐色
(外)粗いミガキ(内)上部指頭圧痕、
下部付着物により不明

口縁都凸帯

57図 -2 弥生 一空
lmHl前 後の砂

粒を含む
良好

(外)白茶色

(内 )黒灰色
(外 )ナ デ、クシによる山形文有

57図 -3 弥生 甕
口径

(460)

lmm以下の細砂
粒を多く含む

良好
(外 )自 褐色～淡灰褐
色(内 )黄灰褐色(断 )

白褐色～暗灰色

(外 )口縁端部4～ 5本凹線・5条 の

斜めクシ描き文(内 )風化

57図 -4 須恵器 高台付不
底径

(87)
細粒をまばら

に含む
良好

(外)灰色(内 )灰

色(断)淡灰紫色
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ後ナデ

57図 -5 須恵器 高台付邪
日径(V4)

底径(141)
細粒 を含む 良好

(外)淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色
(外)回転ナデ、杯部・高台の間に凹

線(内 )回転ナデ、口縁端部1条凹線

57図 -6 須恵器 皿
底径

(11,0)

白色の砂粒を
わずかに含む

良好
(外)灰色

(内 )灰色
(外)回転ナデ、底部静止糸切痕有

(内 )回転ナデ、底部正具によるナデ後ナデ

57図 -7 土師器 (把手)

0,7mm以 下の

砂粒 を含む
良好

(外 )淡黄褐色～黄
褐色(断)淡責褐色

(外 )ナ デ

57図 -8 土師器 郭 離
明

密 良好
(外 )白橙褐色(内 )白

橙褐色(断 )白脇 色
(外 )底部糸切痕有

(内 )風化

57図 -9 土師器 郭 離
調

密 良好
(外)橙色(内 )自

橙色(断 )白橙色
(外 )風化
(内 )回転ナデ

※法量の ( )内数値は復原値を表す。

-60-―



Ⅲ.河ヽ 結

今年度調査で最も大きな成果をもたらしたのが溝S D03で、以下のような重要な事実が判明した。

(1)最初に断面V字状に掘られた (下層)後、最低もう1回 は掘りなおされている (上層)。

(2)下層部では水が流れていたことを示す砂層の堆積が見られ、弥生時代中期末～後期の上器の小片

が出土したのに対し、上層では滞水を示す黒色泥土の堆積が見られ、下層よりもやや新しい時期

の完形に近い土器が出土した。

(3)下層から出上した注口土器片と、前年度に調査を実施した溝S D01か ら出土した土器片が接合し

た。

(4)現在の耕作基盤土を除去したレベルで、溝S D03上層のほぼ底面が検出された。

以上で記した(3)よ り、溝 S D01と S D03下層部は同時期に機能していたことがわかつた。具体的な

時期は弥生時代後期初頭である。その用途は、(2)よ り導水であったと考えられる。(1)、 (2)よ り、導水

機能が不要になった時点でもう1度掘 り直しがおこなわれたことがわかるが、上層の埋土は炭や焼土

塊を多く含んだ泥土状であったことから、生活遺跡にともなう排水施設として利用された可能性が高

い。では、なぜ周辺で遺物をともなう生活遺構が検出されなかったかという疑間が生じるが、その答

え力×4)であろう。現在の耕作基盤土直下から溝S D03上層のほぼ底面を検出したということは、当時

の生活基盤面は溝S D03の 平面プラン検出レベルよりも高かったということを示しており、当時の遺

構面は後世の土木工事によってすでに削平を受けて失われた状況であると解釈できる。

12区 で掘立柱建物跡S B01を 検出した際も、柱穴埋土中には焼土塊や炭が多 く含まれていたのに対

し、平面プラン検出面には柱穴埋土に含まれていたような炭や焼上が全く存在しなかった。このこと

も後世の土木工事によって遺構面が削平を受けたことを示唆している。

11区南西角や12区北東角では、二次破砕を受けた土器片や石が淡掲色砂質土上に集められたような

状況で出土した。これらは土地が削平されて整地された際に、あまり重要でない場所に不要物を投げ

捨てたものとは考えられないであろうか。そこで出土した土器の中で最も新しいものは11～12世紀で、

それ以降の土器が出土していないことから、12世紀前後に大がかりな土木工事がおこなわれた可能性

も考えられるが、遺構の平面プラン検出面が現在の耕作基盤土直下であることから、昭和初期に実施

された耕地整理の結果であるかもしれない。

いずれにしても、溝S D03の 調査結果から、9区以南には弥生時代後期を中心とする生活遺構が広

く存在していたことはほぼ間違いないと思われる。

また、11、 12区から古墳時代後期末を中心とする須恵器が多量に出上し、15区 の溝 S D05か らは古

墳時代後期初頭の上器が出土したほか、各区の包含層中からは中世の上器片も出上した。幅広い時期

の遺構が広く存在していた可能性が高いが、その遺構面の標高は現在の耕作基盤上下面より高かった

と考えられることから、すでに削平されて失われた状況であると考える。
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6.平成13年度調査について

査の概要

平成13年度調査は、平成12年度の トレンチ調査で意宇平野の扇状地形成以前から存在 した灰白色粘

土の基盤層が確認されたほか、旧河道から遺物の出上が確認されたため、全面調査が必要となり調査

に至ったものである。

調査範囲は 1区南側半分と2区、 3区北側半分にあたる、東西 8m、 南北42mの 336♂である。

調査方法は、旧河道地は重機を使用 して遺物の出上が確認できるレベルまで掘 り下げ、その後に人

力による丁寧な遺物の拾い上げに努めた。ただし、場所によっては地表面下 2m以上を掘 り下げるこ

ととなり、危険な状況であると判断されたため、調査を実施する深さは湧水層直上までとした。白色

粘土基盤層が確認された部分については、白色粘土層よりやや浅いレベルまで重機を利用 して掘 り下

げ、その後人力による遺物の拾い上げ、白色粘土層上面の精査を実施 した。

暗渠を壊さないように掘 り下げた結果、 5カ所のグリッド状 となったことから、便宜上北よりA～

Eグ リッドと呼称 して調査をおこなった。

以下、各グリッドごとに調査成果を報告する。

Ⅱ.調 査 報 告

Aグ リッド

深い旧河道の痕跡を検出し、地表面下約2.5mの 湧水砂層まで掘り下げをおこなった。

湧水砂層直上では巨大な木の幹や根が絡み合って出土し、周縁の巨大立木をも巻き込んで押し流し

た激しい氾濫があったことがうかがわれた。大量の自然木に混じって木製品も出土した。グリッド北

端の湧水砂層に若千もぐる小礫含む粗砂層中からは、弥生時代中期の上器小片がまとまって出上した。

巨大流木の下場は湧水砂層に入り込んでいる部分が見られるため、氾濫をともなう激流があった時期

は、弥生時代中期以前と考えられよう。

・層序 (第59図 )

湧水砂層直上50～ 60cmは 、砂層と植物遺体層が複雑に重なり合って堆積しており、川が流れたり、

澱んだりを繰り返していたのであろう。植物遺体層は木の棄が大部分を占めていたが、各種どんぐり

や椿の実が多く混じるものであった。その上約100cmは 、南側半分では地山が風化したような細砂層

が堆積し、北側半分ではところどころ薄い砂層をはさむ粘質上が堆積して湿地状の様相を呈していた。

その上約80cmは 濁灰色系粘質土が水平に堆積しており、さらにその上が現在の耕作基盤上、耕作土

となっていた。
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?9

ф⑬6

1000m

①耕作土
②褐斑灰色粘質土
③濁灰色粘質土 (松ぼっくり含む)

④濁濃灰色粘質土
⑥砂を含む濁濃灰色粘質土
⑥灰色粘質土
⑦灰色砂質土
③濁灰色粘質土
⑨灰色粘質土
⑩斑灰色細砂

6③も
⑪粗砂
⑫細砂
⑬濃灰色粘質土
⑫砂
〇砂
⑮炭混じりの灰色粘質土
@砂
⑬灰色砂質土
⑩粗砂
⑩砂を含む灰色粘質土

④灰色粘質土
⑫砂
④植物遺体層
②砂を含む植物遺体層
⑮砂を含む灰色粘質土
⑮小石を含む砂
⑮黄灰色砂
④植物遺体層
⑩淡灰色細砂
⑩砂
③粗砂
⑫植物遺体層
⑬粗砂
⑫植物遺体層
①砂
⑭植物遺体層
③灰色砂
⑭粗砂
⑩植物遺体層
⑩砂 (湧水善しい)

② ］
⑮Aグ リッド

ф心
⑭

1000m

①耕作土
②掲斑灰色粘質土
③濁褐色粘寅土
④濁灰色粘質土
⑤褐色粘質土
⑥濁褐色粘質土
⑦灰色粘質土
③白灰色砂質土
⑨固くしまった薄灰褐色粘質土
⑩固くしまった灰掲色粘質土

Bグ リッド

①耕作土
②褐斑灰色粘質土
③濁灰色粘質土 (含松ばっくり)

④灰色粘質土
⑤灰褐色粘質土
⑥濃灰色粘質土
⑦黄色ブロックを含む灰色粘質土
③小石を含む砂 (自 然河道02)

③灰色砂質土
⑩灰色砂 (自 然河道01)

Cグ リッド

第 59図

③固くしまった灰色粘質土
⑫灰褐色粘質土
⑬灰色粘質土
⑭固くしまった灰褐色粘質土
⑮固くしまった淡灰色粘土

④灰色粘質土
⑫灰色粗砂
④植物遺体層
②灰色砂 (湧水著 しい)

③砂混じりの白色粘質土
⑫灰白色粘土
⑭灰白色砂質土
⑭濁灰色砂質土
〇 しまった灰褐色粘土
⑭灰色粘質土
⑤炭を夕く含む灰色粘質土
⑭濃灰色粘質土
〇砂
⑩植物遺体層

A・ B・ Cグ リッ ド土層堆積状況図
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・遺構

検出されなかった。

・遺物

弥生土器と木製品が出土 した。

弥生土器 (第60図 )は胴部の破片が多 く、図面化できたものは少ない。器種は甕、小型の高台付鉢、

高郭がある。時期は、高郭の脚 (7)1点 を除けば、ほかは全て中期である。壺甕類の破片を観る限

り内面をケズリ調整 しているものは無 く、 7の脚は現地調査時での紛れ込みの可能性が高い。個々の

詳細については後頁の遺物観察表に記載する。

木製品は、多数出土 した。第61図 1は用途不明品である。幅 9cm、 残存長55cm、 厚 さ9mm前後

を測る薄い板状で、上端から5.5cm、 7cmの ところに横方向に長い楕円形の孔 (0,7cm× 1.4cm、

0,9cm× 1.8cm)が穿たれており、上端から13.9cmの ところには縦方向に長い楕円形 (1.8× 1.5cm)

の了しが穿たれている。横端片側には3mm前後の円了しがほぼ直線、一部千鳥状に25カ 所穿たれており、

内11カ 所に木釘が残存 している。両面の調整は明瞭でない。使用材はスギである。 2は枠付田下駄の

足板である。幅9.6cm、 長さ44。 4cm、 厚さ1.5cmを測る。両端には枠 を固定するためと思われる直

径 7mm前後の円了しが 2カ 所ずつ穿たれており、板の中央には足を固定するためと思われる了しが二等

辺三角形状に 3カ 所穿たれている。調整は片面のみ丁寧に削られている。使用材はスギである。 3は

板材の一部である。幅9。 3cm、 厚さ0.6～ 1.5cm、 残存長20,lcmを 測る。調整は片面のみ丁寧に削 ら

れている。第62図 1は用途不明品である。幅15,3cm、 長さ41.8cm、 厚さ8.4cm前 後を測る薄い板状

で、両面とも丁寧に削られている。欠損のため定かではないが、下端から2.6cm、 5。 lcmの位置で、

＼ 8

＼i   3

第60図  Aグ リッ ド出土土器実測図
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第61図 Aグ リッド出土木製品実測図 (1)
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E                   D

0                    100m

Aグ リッ ド出土木製品実測図 (2)
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板幅の半分弱の範囲に二列平行して直径 3mmの円孔が 6カ 所ずつ穿たれいる。2カ所を除いては木

釘が残存している。上端から5。 lcmの位置にも同様の円子とが穿たれていることから、上下対称に木釘

を打つための円孔が穿たれているものと思われる。使用材はスギである。2は用途不明品である。幅

2cm、 残存長35.lcm、 厚さ0.8cmを測り、断面長方形で幅の狭い板状を呈している。各面とも丁寧

に削られている。3は用途不明品である。幅4.5cm、 厚さ4.lcm、 残存長12cmを測る。上端から2.6

cmの位置に縦方向に長い長方形の孔 (1.1× 1.5cm)が穿たれており、上端から5。 4cmの位置では

2.7cm長さのくり込みがみられるが、残存部分力Ⅵ さヽすぎるため全体の形状を復原することはできな

ヤヽ。

Bグ リッド

地表面下2.3mま で掘り下げたところ、扇状地形形成以前の基盤層 (灰 白色粘土以下)を確認した。

湧水はほとんどみられなかった。

・層序 (第59図 )

地表面下1.5mの レベルで固く締まった淡灰掲色粘質土に至った。さらに80cm掘 り下げたところ、

固く締まった灰色粘質土層と淡灰褐色粘質土層が縞模様状に堆積しており、これらの層から水の湧き

出しはみられなかった。したがって、淡褐色粘質土以下を地山層と解釈してよいであろう。淡灰褐色

粘質土の上には約80cm厚 さの灰色細砂層が堆積しており、その上に灰色系粘質土が約50cm堆積 し、

その上が現在の耕作基盤上、耕作土となっていた。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

出土しなかった。

0                   10m

第63図 Cグ リッド自然河道検出状況図

木製品 (第66図3)

自然河道02

自然河道01
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Cグ リッ ド

Bグ リッドとほぼ同じ状況であつた。灰白色粘土の上面を精査 したところ、一面に章類の植物遺体

が観察されたほか、灰色砂が堆積 した自然河道 01や小礫を含む灰色砂が堆積 した自然河道 02があ

り、この面が湿地となっていた時期があることがわかった。灰白色粘土層の上面からは弥生時代後期

～古墳時代後期にかけての幅広い時期の土器多数 (第64図 2～ 19)と 石器、木製品少々が出土 した。

・層序 (第 58図 )

地表面下 2mの レベルで固く締まった灰褐色粘質土 (地 山)に至った。この層はBグリッドで も観

察された層で、Cグ リッドでは約50cm深いレベルとなっていた。淡灰褐色粘質上の上には地山が風

化 したような薄い灰褐色砂質土が堆積 し、その上には厚さ約60cmの灰色細砂層があ り、その上に灰

白色粘土が約40cmの 厚さで堆積 していた。グリッド南端では、灰白色粘土層以下が浸食 されて落ち

込んだ状況を確認 した。そこでは、灰白色粘土層上面のレベルまで灰色砂層や植物遺体層、灰色粘質

土層が複雑に堆積 しており、川が流れたり澱んだ りを繰 り返 した痕跡が観察された。灰色粘質土層か

らは弥生時代中期の上器片が出土 した (第64図 1)。 灰白色粘土層の上は、灰色系粘質土がほぼ水平

に堆積 していた。濃灰色粘質土中からは須恵器の灯明皿 (第64図 20)が出土 した。上層の濁灰色粘質

層は多量の松ぼつくりを含んでいたことから、松並木が存在 した近世以降の層と考えられる。その層

の上が現在の耕作基盤土、耕作土となっていた。

・遺構

存在 しなかったが、灰白色粘土層上面で小川状の自然河道 01、 02を検出した。検出時の自然河

道 01は深さ5cm前後と非常に浅 く、底面から第64図 7、 11、 16、 18の上器、第65図 の石鏃が出土

した。出土遺物の時期幅が広いことから流れ混みの遺物と考えられるが、16の須恵器は残存状況が良

く自然河道 01の時期指標遺物と考えてよいかもしれない。

・遺物

土器多数、石器 1点、木製品少々が出土 した。

土器の種類は、弥生土器、土師器、須恵器があつた。第64図 1は弥生時代中期の甕で、地山を切つ

て流れた川の埋土中から出土 し、20の須恵器灯明皿は上層から出上 したもので、その他が白色粘土上

面から出土 したものである。若干ではあるが古墳時代前期の土器の割合が高いようである。個別の詳

細については後頁の遺物観察表に記載する。

石器は鏃 1点である (第65図 )。 石材は黒曜石で、長さ2.05cm、 最大幅1.lcm、 最大厚3.5cm、 重

さ0.45gを 測る。

木製品は第66図 1が火鑽国で、幅3.5cm、 長さ17.7cm、 厚さ0.9cmを測る。使用痕は 1カ 所のみ

である。使用材はヒノキ科アスナロ属である。 2は両面が削られた、断面長方形を呈する細長い板状

木製品で、幅2.6cm、 残存長12cm、 厚さ9.6mmを測る。 3は全面が丁寧に削られて、直角にくり込

みが入るものだが、小片であるため全様は不明である。幅 6cm、 残存長8.6cm、 厚さ1.8cmを測る。

4は、幅2.6cm、 残存長13.5cm、 厚さ1.4cmを 波1る もので、全面が丁寧に削 られ、断面は楕円形を

呈するものである。 5は幅2.lcm、 残存長15.6cm、 厚さ0,9cmを はかるもので、全面丁寧に削 られ
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てお り、断面は楕円形に近い。 6は先端を削って細 く加工 したもので、幅2.4cm、 残存長19.2

cm、 厚さ1.lcmを測り、断面は楕円形を呈している。先端部分には火を受けた痕跡が残っている。

7は幅3。 3cm、 残存長16.2cm、 厚さ1.2cmを測る。削りは丁寧で、片端は斜めに削 り落とされてい

る。8は幅 6cm前後、厚さ5.6cm、 残存長83.lcmを 測る。欠損した両端とほぼ中央に方形の孔があ

けられている。91ま何かの柄と考えられる。全面が丁寧に削られており、断面は径3.2cm、 残存長124

cmを測る。

Dグ リッド

暗渠に挟まれた非常に狭いグリッドで、危険であるため地表面下約1。 6mで掘 り下げを中止した。

掘りあげ直後に壁面が崩落したため、土層堆積状況の記録はとれなかった。地表面下約1.5mの暗灰

色粘質土中から弥生土器片が出土した。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

弥生時代中期後葉の上諷ぷ片が約20点程度出土した (第67図 )。 Aグ リッドで出土 した土器とほぼ

同時期のもので、器種は壼、奏、鉢、高郭があった。個々の詳細については後頁の上器観察表に記載

する。

''  3

第67図 Dグ リッド出土土器実測図
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Eグ リッド

・層序 (第68図 )

耕作土、耕作基盤土 (濁灰褐色粘質土)の下は松ぼつくりを多く含む濁灰色粘質上で、近世以降の

堆積上である。一部畦状に立ち上がる灰色粘質上が観察される。その下に淡灰色粘質上、濁灰色粘質

土 (含砂)、 灰色粘質土と水平の堆積が見られ、ところどころに黄灰色砂層をかんでいる。その下は

北下がりの灰色砂質土 (白色砂層をかむ)で、北側の下がったところでは黄灰色砂質土と灰色砂質土

が交互に堆積しており、地表面下約1.8mで湧水が著しい砂層に至る。この砂層を部分的に掘ってみ

たところ下には植物遺体層も堆積していたが、湧水の勢いが尋常では無く、細かい観察をおこなうこ

とはできなかった。

・遺構

検出されなかった。

・遺物

地表面下 lm以下の灰色粘質土層、砂層から自然木に混じつて、わずかに加工痕が残る木製品が出

土した。いずれも小さな木片で原形をとどめるものは無かった。土器は出土しなかった。

①耕作土
②濁灰褐色粘質土
③濁灰色粘質土

(含松ぼっくり)

④灰色粘質土
⑤淡灰色粘質土
⑥濁灰色粘質土

(砂含)

⑦黄灰色砂
③黄灰色砂
③灰色粘質土
⑩黄灰色砂

①灰色砂質土
⑫淡灰色砂質土
○黄灰色砂
①灰色砂質土
⑮黄灰色砂
⑩灰色砂質土

(白砂層をかむ)

①砂(湧水著しい)

o                        4m

第68図  Eグ リッド土層堆積状況図

土 器 観 察 表

挿図番号 種類 器種 法量clll 胎  土 焼 成 色  調 調整・手法の特徴等 備  考

60図 -1 弥生 甕
認

Ю

径

径

日

頸

長石、石英微
粒を密に含む

良好
(外)褐色(内 )

褐色(断)黒色
(外 )∃ ヨナデ、タテハケ(内面より密)、 日縁端部3条

凹線(内 )ヨ コナデ、斜めハケ、すデ、タテハケ
約1/6周 弱残
存

60図 -2 弥生 甕
口径(184)

頸径(ヽ 4)

長石、石英微

粒を密に含む
良好

(外 )黒褐色(内 )

黒褐色(断 )褐色
(外)ナ デ、ハケメ、指頭圧痕文帝、

口縁端部2条凹線(内 )ナデ、ハケメ
約1/5周 弱残
存

60図 -3 弥生 甕
顕径

(234)
長石、石英微

粒を多く含む
良好

(外)濁褐色(内 )濁

褐色(断)濁褐色
(外 )タ テハケ、指頭圧痕文帯

(内 )ヨ ヨナデ、ナデ ,一部ミガキ
約1/8周 弱残

存

60図 -4 弥生
高台付

鉢

底径56

紹垂偲か

長石徴粒を多く、石

英微粒を少々 含む
良好

(外 )濁褐色(内 )濁褐色
断面中央から外面にか
けで黒色部分有

(外 )ヨ ヨナデ、タテハケ、ヨコハケ後ヨヨナデ

(内 )ヨ ヨナデ、ヨコハケ、ヨコハケ後ヨヨナデ、円盤充填

口縁端都全周 、体

部約2/3欠損 、高
台部隼左

60図 -5 弥生 高不
底径

(138)

長石、石英微

粒を多く含む
良 好

(外 )黒褐色(内 )

黒褐色(断 )黒色
(外 )タ テ方向のミガキ後ヘラ描き沈線、ヨ

ヨナデ(内 )ヨ ヨナデ、軽くナデ、絞り痕

脚部 約%周
残存
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挿図番号 種類 器種 法量に→ 胎  土 焼 成 色  調 調整・手法の特徴等 備  考

60図 -6 弥生 高 イ
底径
(102)

長石、石英微
粒を若干含む

良好
(外 )淡褐色(内 )

淡褐色(断 )黒色

外

内

ヨコナデ、凹線、粘上の継目
ケズリ後タテナデ、ヨコナデ

約1/10周残存

60図 -7 土師器 高郭
底径

(160)
長石、石英微

粒を密に含む
やや軟

(外)淡褐色(内 )淡

褐色(断)淡褐色
(外 )ナ デ、風化・ところどころタ
テミガキの痕跡(内 )ナ デ(風化)

底部1/5周 残

存

60図 -8 弥生 (底部) 睫
妃

長石、石英微
粒を多く含む

良好
(外 )黒色(内 )

黒色(断 )黒色
(外 )ナ デ、ミガキ

(内 )ナ デ
底部のみ9/10

残存

60図 -9 弥生 (底部)

底径

(64)
長石、石英微
粒を密に含む

良好
(外)黒褐色(内 )淡

褐色(断)淡褐色
(外 )ナ デ、タテ方向のミガキ、下

端軽 くヨコナデ(内 )風化

底部のみ約%
周残存

64図 -1 弥生 甕
日径(20)

顎径(釣 8)

長石、石英微
粒を多く含む

良好
(外)淡褐色(内 )淡

掲色(断)淡褐色
(外 )ヨ コナデ、指頭圧痕文帯、回

縁端部2条 凹線(内 )風化

口縁部約1/8
周残存

64図 -2 弥生 甕
日径(160)

顕径(■6)

lЮn弱の長石、石
英粒を多く含む

良好
(外 )淡褐色(内 )淡

褐色(断)淡褐色

(外 )ヨ ヨナデ、貝殻腹縁を利用した6条擬凹線(内 )

ヨヨナデ、貝殻状工具によるヨコ方向ナデつけ

口縁部約1/8
周残存

64図 -3 土師器 甕
日径(196)

頸径(148)

長石、石英微
粒を密に含む

良好
(外 )淡褐色、スス付着
(内 )淡褐色(断 )淡褐色

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ、ケズリ

口縁部約%周
残存

64図 -4 土師器 甕
日経(166)

顕径(126)

lmm程度の長石、

石英粒を密に含む
やや軟

(外 )黒褐色(内 )黒

褐色(断)黒褐色
(外 )風化
(内 )風化

口縁部約1/8
周残存

64図 -5 土師器 甕
回径(142)

頸径(ll14)

長石、石英微
粒を多く含む

良好
(夕|)淡褐色、スス付着
(内 )淡褐色(断)淡褐色

(外 )ヨ ヨナデ、一部ハケメ有、ハケメ原体
による押圧(内 )ヨ コナデ、ハケメ、ナデ

口縁部1/6周

程度残存

64図 -6 土師器 甕
日経(V4)

顕径(116)

長石、石英微

粒を多く含む
良好

(外 )淡掲色、スス付
着(内 )淡褐色、スス

付着(断 )淡褐色

(外 )ヨ ヨナデ、ハケメ後ヨコナデ

(内 )ヨ コナデ、ハケメ後軽(ヨ ヨナデ、ケズリ後ヨコナデ

口縁部約%周
残存

64図 -7 土師器 甕
日径(お 0
頸径(10)

長石、石英微
粒を多く含む

良好
(外)濁褐色(内 )濁

褐色(断)濁褐色

外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ、ケズリ

頸部約1/5周

残存

64図 -8 土師器 甕
日径(138)

顕径(92)

長石、石英微

粒を多く含む
良好

(外)淡褐色、スス付着
(内 )淡褐色(断)上方早色

(外 )ヨ コナデ、タテハケ、ハケ後軽くヨコナデ(内 )ヨ コ

ナデ、ケズリ、ヨコハケ後ヨコナデ、不定方向のナデ
約%周残存

64図 -9 土師器 高郭
lmm弱の長石、石
英粒を少 含々む

やや軟
(外 )淡橙褐色(内 )淡

橙褐色(断 )淡橙褐色
(外 )風化、円盤充壊刺突有
(内 )風化

杯底部付近の

み残存

64図 -10 土師器 高郭
長石、石英微
粒を多く含む

良好
赤
び
待

雛
揚
縮

掛
艶
帥

呻
鉤
帥

(外 )ヨ コナデ、円盤充填刺突有
(内 )放射状のミガキ

杯底部付近約
1/5周残存

64図 ―■ 土師器 高郭
lmm弱の長石、石
英粒を密に含む

良好
(外 )淡褐色、一部淡景

色 淡赤色(内 )黒色、
一部淋霧

“`解

F秘拐

“

外

内

ハケメ(風化 )

ミガキ、ナデ
杯底部のみ残
存

64図 -12 土師器 高郭
口径

(160)

長石、石英微

粒を密に含む
良好

(外 )淡濁褐色(内 )淡

濁褐色(断 )淡濁褐色

外

内

ヨコナデ、不定方向のナデ
ヨコハケ、ミガキ

口縁部約1/8
周残存

64図 -13 土師器 高郭
脚つけ根

部径32
長石、石英微
粒を密に含む

良好
(外)淡褐色(内 )淡

褐色(断)淡褐色

外

内

ミガキ

ナデ、ケズリ、杯部内風化

郭底部と脚部
の筒のみ残存

64図 -14 土師器 空

口径(94)

顕径(72)

長石、石英微

粒を密に含む
良好

(外 )赤褐色(内 )

赤褐色(断 )黒色

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ、ケズリ

回縁部約1/7
周残存

64図 -15 弥生 (底部)

底径

(44)
長石、石英微
粒を密に含む

やや軟
(外)淡褐色(内 )淡

褐色(断)淡黒色

外

内
風化

風化

底部のみ約%
強残存

64図 -16 須恵器 蓋
口径122

器高45
lnm弱 の長石、石
英粒を多く含む

良好
(外 )灰色(内 )

灰色(断 )灰色
(外 )ヘ ラ切、回転ヘラケズリ、回
転ナデ(内 )回転ナデ

ところどころ約1/6

程度欠損 ろ くろ
右回転

64図 -17 須恵器 蓋
口径

(120)

長石、石英微
粒を少々含む

良好
(外 )灰色(内 )

灰色(断)灰色

外

内
回転ナデ

回転ナデ

日縁部約1/5周 残
存 ろくろ右回転

64図 -18 須恵器 郭
口径

(122)

長石、石英粒を
わずかに含む

やや軟
(外)白褐色(内 )自

褐色(断)白褐色

外

内
回転ナデ

回転ナデ
日縁部約1/6周残
存 ろくろ右回転

64図 -19 須恵器 郭
日経(112)

受部径(醐

長石、石英微粒
をわずかに含む

良好
(外 )灰色(内 )

灰色(断)灰色
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
回縁部約%周残存
ろくろ右回転

64図 -20 須恵器 皿

醒

∞

３３

径
径
高

日
底

器

長石、石英微粒
をわずかに含む

良好
(外 )淡灰色(内 )淡

灰色(断)淡灰色
(外 )回転ナデ、底部糸切

(内 )回転ナデ
約1/6周弱残存
ろくろ右回転

67図 -1 弥生 霊

口径

(170)
長石、石英微
粒を密に含む

やや軟
(外)白灰色(内 )自

灰色(断 )白灰色
(外 )ヨ コナデ(風化)、 ナデ凹線、
口縁端部2条凹線(内 )風化

口縁のみ

約1/8周残存

67図 -2 弥 生 甕
日径(148)

頸径(BO)

長石、石英微
粒を密に含む

良好
(外 )淡褐色、スス付着
(内 )淡褐色(断 )淡褐色

(外 )ヨ ヨナデ、ヨコハケ、ハケメ、口縁端

部2条 凹線(内 )ヨ ヨナデ、ハケ後ナデ(風化)

約1/6周 程度

残存

67図 -3 弥生 甕
日往(134)壊

径(113胴 最
大径(234)

長石、石英微
粒を密に含む

良好
(外 )淡褐色(内 )

淡褐色(断 )黒色
(外)ヨ ヨナデ、タテハケ後雑〈ヨヨナデ、タテハケ大部分則と、
ハケメ原体による2段列点文、日縁端部3条凹線(内 )ヨ ヨナデ

口縁周辺約/
周残存

67図 -4 弥生 鉢
口径

(202)

長石、石英微
粒を少々含む

良好
(外)淡褐色(内 )淡

褐色(断)淡褐色
(外 )ヨ ヨナデ、ヘラ描き沈線多条有(風化)、

口縁端部3条凹線(内 )ヨ ヨナデ、風化

口縁部約1/12

周残存

67図 -5 弥生 高 郭
底径
(111)

長石、石英微
粒を多く含む

良好
(外 )淡褐色(内 )

淡褐色(断 )黒色
(外 )ナ デ後凹線

(内 )ケ ズリ後ナデ、ヨコナデ
底部約1/7周

残存

67図 -6 弥生 (底部)

底径

(64)

1～3mmの長石、石
英粒を密に含む

やや軟
(外 )淡赤褐色(内 )

淡褐色(断)淡褐色
(外 )ナ デ(風化)

(内 )ナ デ(風化)

底部約/強残
存

※法量の ( )内数値は復原値を表す。
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Ⅲ.小 結

平成13年度調査の結果、意宇平野の扇状地形が形成される以前から存在した基盤層 (灰 白色粘土層

以下)を B、 Cグ リッドで確認した。この基盤層の広がりは南北には狭かったが、かつての意宇川は

この場所では西から東へ流れていたと考えられることから、基盤面は東西にはもう少し広く、島のよ

うに残っているものと推察される。基盤層上面で精査を試みたところ、遺構は存在せず、浅い小川状

の自然河道の痕跡だけが検出された。基盤層の上の堆積土中からは比較的多くの上器片が出土し、そ

れらの時期は古墳時代前～中期が多く、最も新しい土器は古墳時代後期であった。風化が著しいもの

が多く、大半は上流から流されて来たものと思われるが、湿地帯中の比較的安定した場所として利用

されていたのかもしれない。

調査区内での基盤層は、南側ではCグ リッドの北端で旧河道によつて浸食されていた。その時期は

特定できないが、浸食した川の勢いが失われて滞水した時の堆積層、灰色粘質土中から弥生時代中期

の上器が出土していることより、その時期以前に浸食を受けたものと思われる。Eグリッドでは比較

的浅いレベルからおびただしい湧水がみられたが、それはEグリッドが扇状地形である意宇平野の扇

端部が基盤層に接する場所にあたるからであろう。

基盤層の北側は、△グリッドとBグリッドの間の調査を実施できなかった場所で浸食を受けたよう

で、セクションで明確にすることはできなかった。Aグ リッドでは巨大な流木をともなう激流の痕跡

を検出した。このような流れによって基盤層は深く浸食されたのであろう。巨大な流木の下場とほぼ

同じレベルの砂層中から土器片力Sま とまって出上したため、その時期よりこの旧河川は弥生時代中期

頃には流れていたものと推祭される。Aグ リッドはEグ リッドと比べて深く掘り下げたわりに湧水量

が少なかったが、それは基盤層が伏流水の直接の浸入を返っているためであろう。

今回の調査区は、かつて意宇川が様々に流路を変えながら流れ、低湿地となって現在に至ったであ

ろうと漠然と考えられていた場所である。それが、発掘調査によって意宇平野西部北端の地面下の様

子を具体的に解明することができたことは、今後周辺の歴史的環境を語る上でも貴重な資料となり得

ると考える。
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7.

意宇平野西部をほぼ縦断する大坪遺跡の発掘調査を3年度にわたって実施 した。期待されていた古

代山陰道を遺構 として検出することはできなかったが、有意義な調査成果を得たので以下で簡略に記

す。

調査区の土層を観察 したところ、 8区以北は灰色系粘質土と砂層を主とする低湿地の様相を呈 して

いた。旧河道の跡 も明確 となり、 1区では大木の根をも押 し流 した弥生時代中期以前の激流の跡、 5

区では弥生時代中期以降の大河が形成 した河原の跡を検出したほか、 2、 3区では、意宇川による扇

状地形成が始まる以前から存在する白灰色粘土層が、北・南部を浸食されながらも島状に残っている

状況を確認 した。現在の意宇川は意宇平野に入るとすぐに東方に流路を変えているが、かつては意宇

平野の北縁部を流れていた時期のあることが、土層から明確にとらえることができた。

6、 7区では、湧水砂層の直上に章類や昆虫の羽根を多 く含む沼地状の堆積上があり、 6区の沼地

状堆積土層中からは、小型の木製品に混 じって 3点の木簡が出土 した。木簡の内 1点 には、「廷暦八

年」と年号が記されたものがあり、字体からも奈良時代のものであると判断された。そこは章類がた

くさん生えた沼地状の場所であったと思われることから、上流から流されてきたものとは考えられず、

この木街はほぼ元位置を保つものと推察される。 6、 7区は奈良時代においては沼地となっていたこ

とがわかった。

沼地跡の南側が古代山陰道の最 も有力な候補地で、 8区はやや深めに掘 り下げてみたところ、土層

は 7区 とは全 く違っていた。この上層の違いが条里の界線にあたることを示唆すると思われる。深い

レベルで橋脚と思われる柱根が出上 し、砂層を挟む深い灰色系粘質土は近世の絵図に描かれていると

いう水路の痕跡かと思われたが、伴出遺物が無いため明らかにはできなかった。柱根の広が りを追っ

て西へ深掘 りの範囲を広げたが、湧水量が尋常ではなく、東の車道側の壁面が崩落 して危険な状況に

陥ったため、急邊埋め戻 しをおこなわざるを得ず、深いレベルの遺構や土層堆積状況の記録はとるこ

とができなかった。今回の調査の中で最 も悔やまれるところである。

9区以南ではしっか りした基盤の淡褐色砂質土層の広が りを確認 した。大草町では出雲国国庁の遺

構面となっている層である。

9区、10区では、淡褐色砂質土層の上面から弥生時代後期初頭の溝 SD01と SD03を 検出した。

溝の下層埋上には砂層や礫が含まれていたことから、導水機能の役割 も果たしていたものと思われる。

この2本の溝は、それぞれから出上 した土器が接合 したことより同時期に存在 したことがわかったが、

SD01が ほぼ東西方向を、SD03は 南南東一北北西を指向 していた。調査範囲が狭いため、この

2本の溝がどのような位置づけをもって掘 られたのかは明らかにできなかった。ttS D 0 3は 、ほぼ

溝が埋まりかけた時点で再度掘 りなおして利用されていたようである。掘 り直された後の埋土には弥

生時代後期～古墳時代前期のほぼ完形の上器が多 く出土 し、周辺には生活遺跡が広 く存在 していたこ

とをほうふつとさせた。

五
巾
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しかし、その時期の生活遺跡を遺構 として検出することはできなかった。現在の耕作基盤土直下か

ら溝 SD03の 掘 り直 し後のほぼ底面が検出されたことから、当時の溝の上場はさらに高いレベルに

あったと推察され、現在ではその遺構面はすでに削平された状況であると考えられる。11区 では溝 S

D03の ほか多 くのピットや土坑を検出したが、その埋土はやや濁 りがみられる程度で、炭や焼土塊

等を伴うものはみられなかった。ピットの中には古墳時代前期の上師器破片を包含するものと、古墳

時代後期の完形の須恵器が正位置で出上 したもの力Sあ ったことから、ピットには時期的に大 きなばら

つきが存在することがわかった。

12区でも多 くのピットが存在 し、掘立柱建物 SB01を 構成するものがあつた。ほかにも方向性の

あるピットが見られたことから、周辺には複数の掘立柱建物が存在 していたものと思われる。掘立柱

建物を構成 していると思われる柱穴の埋土には炭や焼土塊が多 く混入 していたが、平面プラン検出面

からは炭や焼土、定位置を保つ遺物等が全 く出土せず、ここでも遺構面は後世の削平によってすでに

失われていることがわかった。したがって、掘立柱建物の時期を明確にすることはできなかった。

13区 は、大型のビニールハウスが設置されているため今回は調査を実施 していない。

14区 は、現在の耕作基盤土の下に一段階古い時期の水田耕作上の層があり、その下に薄 く淡褐色砂

質土層が堆積 していた。ここでは 12区から続 く遺構は全 く検出されなかった。淡褐色砂質土層の下

には、弥生時代中期末～後期初頭の土器小片および焚き火の痕跡を含む薄い濁灰色砂質土層が堆積 し

ていたが、明確な遺構面は検出することができなかった。

15区では、大 きな角礫が南北方向に山なりに堆積 した意宇川の顕者な氾濫原の上層を観察した。こ

の層の上に堆積 した土層の上面からは古墳時代後期初頭の遺物を伴う溝 SD05を 検出した。意宇川

は国庁設置に伴い現在の流路に変更する工事がおこなわれたのではないかという説があるが、この場

所については古墳時代後期初頭には安定 した基盤として利用されていたようである。

さて、以上で調査成果を記 してきたが、調査区内では大草町において出雲国国庁の遺構面となった

淡褐色砂質土 (シ ル ト)層上面のほとんどが削平されていた。したがって、きっと存在 していたと思

われる弥生時代後期の集落や、検出された掘立柱建物の時期等を明確にすることができず、非常に残

念であった。この削平はいつおこなわれたのか不明であるが、 9～ 12区 では現在の耕作基盤土直下が

削平された淡褐色砂質土の上面になっていたことから、昭和初期に実施された耕地整理の影響を受け

ているのかもしれない。

真名井神社宮司によれば、真名井神社に保管されている近世の絵図には、真名井神社参道の3カ所に橋が架けられてい

る様子が描かれているという。ただし、その絵図は非公開であるため、実見することはできなかった。

山中敏史「国府跡」(平成11年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修「官衡遺跡調査課程」配布資料)国立奈良文化財研究

所 1999年

註 1
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松江市大坪遺跡出土木製品の樹種調査結果

(株)吉田生物研究所 汐見 真

1.試  料

試料は松江市大坪遺跡から出土 した農具 2点、文房具 3点、雑具 1点、用途不明品 2点の合計

8点である。

2.観察方法

剃刀で木口 (横断面)、 柾 目 (放射断面)、 板 目 (接線断面)の各切片を採取 し、永久プレパラ

ー トを作成 した。このプレパラー トを顕微鏡で観察 して同定 した。

3。 結  果

樹種同定結果 (針葉材 3種)の表と顕微鏡写真を示 し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)ス ギ科スギ属スギ 〔3rυpιοncrjα ブopοttcα Do Don〕

(試料配 2・ 5。 7・ 8)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接

線方向に並んでいた。柾 日では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1分野に 1～ 3個あ

る。板 日では放射組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。ス

ギは本州、四国、九州の主として太平洋側に分布する。

2)ヒ ノキ科ヒノキ属 〔θttnα9cノpαrts sp.〕

(試料陥 6)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行が急であった。樹脂細胞は晩材部に遍在 し

ている。柾 目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で 1分野に1～ 2個ある。板 目では放射組

織はすべて単列であつた。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。ヒノキ属はヒノキ、サワラ

があり、本州 (福島以南)、 四国、九州に分布する。

3)ヒ ノキ科アスナロ属 陣駒方opSけS Sp.〕

(試料陥 1,3・ 4)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散

在または接線配列である。柾 目では放射組織の分野壁子しはヒノキ型からややスギ型で 1分野

に2～ 4個ある。板 目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞が

ある。アスナロ属にはアスナロ (ヒバ、アテ)と ヒノキアスナロ (ヒ バ)があるが顕微鏡下

では識別困難である。アスナロ属は本州、四国、九州に分布する。

多 考 文 献 島地謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版 (1988)

島地謙・伊東隆夫「図説木材組織」地球社 (1982)

伊東隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)

北村四郎・村田源「原色 日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」保育社 (1979)

深沢和三「樹体の解剖」海青社 (1997)

使用顕微鏡 Nikon MICROFLEX UFX― DX Type l15
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松江市大坪遺跡出土木製品樹種同定表

試料配 口 日 名 本文中挿図番号 樹 種

1 木筒① 第10図 1 ヒノキ科アスナロ属

木街③ 第10図 3 スギ科スギ属スギ

Ｏ
じ 木街② 第10図 2 ヒノキ科アスナロ属

4 火鑽白 第66図 1 ヒノキ科アスナロ属

貞
υ 田下駄 第61図 2 スギ科スギ属スギ

ｒ
υ 枠付田下駄縦枠 第25図 1 ヒノキ科 ヒノキ属

7 用途不明品 第61図 1 スギ科スギ属スギ

8 用途不明品 第62図 1 スギ科スギ属スギ

写鏡微顕定鑑種

木口×40

試料No l ヒノキ科アスナロ属

木口×40

試料No 2 スギ科スギ属スギ

板 目×40

柾目×100 板 目×40
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木口×100

試料No 6 ヒノキ科 ヒノキ属

木口×40
試料No 8 スギ科スギ属スギ

目×40

柾 目×100 板 目×40

木口×40
試料No 7 スギ科スギ属スギ

柾 目×100

板 目×40



木 口×100

試料No 3 ヒノキ科アスナロ属

柾 目×100

×40木 口 ×40

試ホ斗No 4 ヒノキ科アスナロ属

木口×40

試料No 5 スギ科スギ属スギ

柾 目×100

柾 目×100 板目×40
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版図



図版 1

大坪遺跡遠景 (西上より)

大坪遺跡近景 (北 より)



図版2

4～6区完掘状況

4区 トレンチ掘削状況

5区河原石検出状況



図版3

6区 1号木簡出土状況

6区 3号木簡出土状況

7～9区完掘状況



図版4

8区 トレンチ掘削状況

9区完掘状況

9区溝SD01完掘状況



図版5
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1区
トレンチ壁面上器出土状況

1区拡張調査区完掘状況

1区
拡張調査区木製品出土状況



図版6

10～ 12区完掘状況

10区清SD03完掘状況

10区E蒲善SD03
上層土器出土状況



図版7

11区完掘状況

11区P2土器出土状況

12区
掘立柱建物SB01検出状況



図版8

14区土器出土状況

15区溝SD05完掘状況

15区溝SD06完掘状況



図版 9

A～Eグ リッド完掘状況

Aグ リッド土層堆積状況

Aグ リッド土器出土状況



Bグ Iプ ッド

土層堆積状況

Cグ リッド
木製品出土状況

Cグ リッド

南端基盤層浸食状況

図版 10
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図版 11
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図版 12
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図版 13
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図版 14
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